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序

埼玉県は、首都圏の一翼として重要な位置を占めており、特に道路綱の整備は各方面から強く対

応が迫られております。そのため、東北自動車道や関越自動車道などの高速道路の建設や、一般国

道および県道の新設、改良が相次いで行われてきました。

一般国道 254号線川島バイパスは、埋蔵文化財の濃密に分布する地域にあたっておりましたので

再三その保存について協議を重ねてまいりました。しかし、東松山市古凍地域の、どうしても避け

ることのできない遺跡については、やむをえず発掘調査を実施して記録保存を行うことになりまし

た。

発掘調歪は、埼玉県数育局文化財保護課が調整し、昭和57年度に財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団が埼玉県から受託し、ひき続き昭和58年度に報告書作成事業を実施いたしました。

ここに、その成果を埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第37集として刊行する運びとなりました。

本報告書が学術研究および学校教育等に広く活用されることを期待しております。

最後になりましたが、発掘調査から報告書の刊行に到るまで御協力いただいた埼玉県土木部道路

建設課東松山士木事務所の方々、および東松山市教育委員会ならびに地元の方々に改めて深く感謝

申し上げます。

昭和 59年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 長 井 五 郎



例ロ

1 本書は埼玉県東松山市大字古凍字根岸裏に所在する古凍根岸裏遺跡の発掘調

査報告書である。

2 調査は、一般国道254号線川島バイパス建設に先だつ事前調査であり、埼玉

県教育委員会が調整し埼玉県の委託により財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団が主体となり実施したものである。整理、報告書作成作業も引き続き財団法

人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が受託し実施した。

3 出土品の整理および図版の作成は村田建二が担当した。

4 発掘調査における写真は村田建二、石川俊英が、遺物写真は村田が撮影した

5 本書の執筆は、村田以外の箇所についてはその執筆分担の文末に明記した。

6 本書に掲載した挿図類の縮尺は、原則として次の通りであるが例外もある。

遺構 古墳跡・周溝墓（1/150)、住居跡・土壊(1/80)

遺物土器実測図（1/4)、土器拓影図（1/3)

石器実測図（1/3)

7 遺物分布図の図中で使用した記号は、 ■は埴輪および土器類、▲は弥生およ
び縄文土器、 0は石器および自然石を表わす。

8 本書を作成するに当たり、下記の方々から御教示、御協力を得た。

石川 均、久保哲三、小森哲夫、谷井彪、橋本博文、矢島宏雄、渡辺久生

9 本書の編集は、調査研究第五課職員があたり、横川好富が監修した。
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l 発掘調査に至るまでの経過

埼玉県では増大する交通墓に対処するため各種の道路建設工事を進めているが、一般国道254号

線については関越自動車道の建設に伴い、東松山市・嵐山町・小川町においてバイパスの建設が計

画された。このような開発事業に対応するため、県教育局文化財保護課では、開発関係部局と事前

協議を実施し、文化財の保護について遺漏がないよう調整を進めてきた。

昭和54年6月13日付け道建第373号をもって県土木部道路建設課長から「道路改築事業予定地内

における埋蔵文化財の所在及び取扱いについて（東松山市下野本地内）」文化財保護課長あて照会

がなされた。文化財保護課では、東松山市教育委員会の協力を得て現地調査を実施する一方、昭和

55年11月25日の昭和56年度公共事業計画聴取会議において、建設計画の具体的内容を聴取し、昭和

56年4月20日付け教文第 109号をもって道路建設課長あて大旨下記のとおり回答した。

1 路線予定地内には古墳時代の集落跡4遺跡が所在すること。

2 これら埋蔵文化財包蔵地の取り扱いは、できるだけ現状保存することが望ましいこと。

3 計画上やむを得ず現状変更する場合は、文化財保護法第57条の 3の規定に従って、事前に記

録保存の発掘調査を実施すること。

その後、取り扱いについて文化財保護課と道路建設課において協議を重ねたが、計画変更は不可

能となったためやむを得ず記録保存の発掘調査を実施することになった。発掘調査の実施について

は、実施機関である財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団と道路建設課、文化財保護課の三者によ

り、調査方法、期間、経費を中心に協議を行なった。その結果、昭和56年度後半にNo.1遺跡、 No.2 

遺跡昭和57年度にNo.4遺跡を実施する事が決定された。

法的手続きを済ませた後、昭和56年9月から発掘調査は開始された。

今回報告する根岸裏遺跡 (No.4遺跡）は昭和57年度に発掘調査を実施した遺跡である。

文化庁からは、昭和57年6月11日付け委保第 5-603号により文化財保護法第57条第 1項に基づ

＜埋蔵文化財発掘調査届に対する通知があった。

遺跡No. 遺跡名称 所 在 地 1 時 代種別 1 備 考

東松山 1号 籠田 東松山上野本字籠田 蠅文・弥生・古墳 集落跡

ク 2号 鶴田 ク 上野本字鶴田 縄文・古墳 ク

，，，， 3号 ク上野本 古墳 ク

ク 4号 根岸裏 ，，，， 上字根岸裏 ク ク
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発堀調査の組織

1 発掘（昭和57年度）

主体者 （柑）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理事長 長井五郎

副理事長 岩上 進

常務理事 渡辺澄夫

庶務経理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管理部長 佐野長―

関野栄

江田和美

福田 浩

本庄朗人

福田啓子

発 掘 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 調査研究部長 横 川 好富

口査研究副部長
調査研究第五課長

小 川 良祐

調査研究第三課長 谷井 彪

村田健―

石 川 俊英

2 整理（昭和58年度）

主体者 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 理事長 長井五郎

副理事長 岩上 進

常務理事 石 川 正美

庶務経理 （柑）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 管理部長 佐野長―

関野栄

江田和美

福田 浩

本庄朗人

福田啓子

整 理 （財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団 調査研究部長 横 川 好富

塁査研究副部長
調査研究第五課長

小 川 良祐

村田健―
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II 発掘調査の経過（日誌抄）

古凍遺跡の発掘調査は、昭和57年4月6日から昭和58年3月26日までのほぽ 1年間にわたって実

施された。調査対象地域は、大半が桑畑として利用されていたが、一部梨等の作付もあり収穫時期

まで調査を延期するなど、調査の進行に支障をきたすことが危惧された。一方、調査自体は地元作

業員の協力によって順調に進み、結果的には種々のマイナス面を乗り越えることができた。

調査の進行についてほ、月毎に提示し、大きな動き、変化I(ま漏らさず記載して置く 。

4月 調査対象地域は、生活道路を何本も貫いて占地するため、調査区を便宜上、南からA、B

Cの三区に分割した。調査は、 8日より支障の少ないB区から開始された。まず、重機による表土

除去から始まり、順次、確認作業にはいった。遺構確認面は、表土下50CTlt程の位置であり、比較的

浅い部分が続き、起伏はほとんど認められないフラットなハード・ローム面である。

確認される遺構ば、溝あるいは方形フ゜ラソの土購状のものが大半で、 800戒ほどの狭い範囲に80

基以上の土城が群集し、かなり密かな分布であった。調査は、深度が低く、小形の遺構が大勢を占

めることも手伝って順調に進んだ。

5月 A区の作付け部分の問題も解消し、重機による表土除去作業を開始。調査区南端より始め

られた表土除去作業は、 25日には完了し、 B区の表土除去に転用する。A区の確認面の深度は一様

でなく、調査区南端では20cmと浅く、他はB区同様50cmを測る。

A区で古墳跡の調査を開始。確認された 1、2号古墳跡を発掘調査。 1号古墳跡では周堀内に多

くの埴輪片、土器片の出土があり多くの時間を消費する。同時に 2号古墳跡の調査にはいる出土遺

物は比較的少なく、順調に進むと考えたが、土濃あるいは渦状遺構の検出が相次ぎ、月末まで調査、

測量に費された。

6月 第1号古墳跡の測巌がようやく終わる。第3、5号古墳跡が相次いで検出されたが遺物の

出土が貧弱であるため、調査終了。古墳構築前と思われる住居跡群第 1~6号住居を検出。古墳構

築時と思われる削平のため、遺存状態は極めて悪い。柱穴の半載実測の行程を残し全て完了。順次

写真撮影にはいる。

7月 A区中央部に南北40m、東西30mの黒色フ ラ゚ソを検出（第4号古墳跡）。グリ ・ノドを基準に

10mメゾジュで掘り下げる。当初は、路線脇に所在する大形の円墳と重複する古墳跡の存在を考え

たが結果的には円墳に付随する施設であることが明らかになった。さらに適切な判断を得るため、

珪藻分析およびC14の試料サンプリングを実施する。
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8月 第4号古墳跡の排土に手間どり、さらに降雨による増水により、安全対策の関係から大形

ポソプ導入による排水作業に追われる。第 4号古墳跡の調査に併行して、 2 • 3号方形周溝墓、井

戸跡、土城群の調査を進める。井戸跡は範囲のみを確認し、半載実測は後で重機により一斉に実旋

することとした。

9月 台風の影響による多量の降水により写真撮影は大幅に遅延する。 9月末にはA区の調査が

ほぽ終了する。第4号古墳跡については、遺存する墳丘もその対象に含め、中央航業による航空測

星を実施する。

10月 B区の調査に主体を移す。調査の進行上多菫の排土を調査区外に搬出する。 B区の確認作

業の結果、多くの士城、溝、井戸跡が検出されたが、出土遺物は極めて少なく、調査は順調に進行。

B区北半部の確認調査にはいる。その結果、円墳跡（第6~10号古墳跡）方形周溝墓群( 4~6号

周溝墓）井戸跡、土城群が検出された。特に第7号古墳跡からは複数の人物埴輪、円箇埴輪、周浙

外からは、円筒埴輪 2個体を合わせ口状に配した円筒棺が、第8、9号墳跡からはやや古手の円筒

埴輪が出土した。方形周溝繰群からは、破砕された壺形土器が出土。

11月 遺構および遺物の測量調査をおこなう。第9号古墳跡で試掘時の調査溝を確認。 C区の表

土除去作業にはいる。多量の盛り土が成されているため、排土の場に苦慮。対象区のほぽ半分を調

査し、他はトレンチによる確聰作業に切り換える。

12月 B区の全景写真、航空測量にそなえ、清掃作業および、掘り残し部分を終了させる。全景

写真、航空測量をおこなう。 C区の遺構確認作業にはいる。 B区と同様の遺構分布が明らかとなる

確認された遺構は、方形周溝墓（北半部調査）、古墳跡（第11号古墳跡ー南側周涸部分調査）土凛群

溝状遺構である。順次発掘および測量にはいる。

1月 C 区の調査に併行して、 A•B区の柱穴および井戸跡の半載実測を、重機を使用しておこ

なう。特に井戸跡は深さ 4mクラスのものもあり、調査に併行して安全対策、転落防止処置をおこ

なう。また、強風により排土が飛び散ることへの対策として、ビニールツートで排土の山を被覆す

る作業に追われる。

2月 C区の遺構写真撮影、全景写真撮影をおこなう。 A•B区の北側グリ、ノトを中心に (2 X 

2m)のグリゾト計16個の深掘りをおこない、プレ調査を実施したが、ま ったく検出されないまま

調査を終了。

3月 重機により深掘り部分の埋め戻し作業をおこなう。器材の整備、撤収も完了し。すべての

調査活動が終了する。
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m 遺跡の立地と環境

古凍遺跡は、東松山市大字古凍字根岸裏910-2番地他に所在する。位置は、東武東上線東松山駅

の南々東 5k節、松山台地の南端にあたる。この松山台地は、関東山地より派生する比企丘陵の北側

に位置するが、遺跡の所在する古凍周辺は西に都幾川、東に市野川を臨み両河川により育くまれた

広い沖積地の中央に大きく突出した低位台地を形成する。この部分は、起伏に乏しく平坦である

が、沖積地との境界を表わす台地の稜線は第2図に示す通り市野川を臨む東側に大きな変化がみら

れる。それは大略、古凍と柏崎の部落を 2分する形で東から西へ深く入り込んでいる。

遺跡周辺の考古学的環境は、縄文時代の遺跡として、台地華部に岩の上遺跡（加曾利El~Ill)、

台地北縁には、前山遺跡（加曾利Ell主体）、台地の西縁には、今回の調査に先立つ東松山バイパス

関係の下野本所在籠田、鶴田遺跡（堀ノ内 l~Il主体）が認められる。また、調査区およびその周

囲の分布調査によれば、前期の黒浜、関山関係の遺物が比較的多量に検出された事実などから、こ

の地における縄文時代の遺跡の実体は未だ解明されていない部分が多いといえる。続く弥生時代の

様相は、古くから活発に論議されている地域だけに周知の遺跡あるいは既報告の遺跡が多数存在す

る。特に、櫛描紋系土器（岩鼻式土器）および吉ヶ式土器の分布は、粗密の差こそあるものの吉ケ

谷、岩鼻、桜山、根平、籠田、附川遺跡等示唆に富む遺跡の検出が相次いでなされてきた。本跡に

最も近接する籠田遺跡は、桜山、 根平同様当該地域における弥生終末の様相の一端を明らかにする

好例といえるかも しれない。今回調査域から出土した多くの吉ヶ谷式土器の破片分布は、周囲に該

期の集落が多数存在する ことを暗示している。本跡の東側に位置する下道添遺跡（東松山市教育委

員会により昭和55、56、56年度調査）からも該期の住居跡が調査されている。

古墳時代に入ると五領遺跡をは じめ番清水遺跡、古凍下山遺跡の様な大形の安定した集落が出現

する。また、 古吉海道、下道添、東町遺跡、前掲の古凍下山遺跡等、本跡に接する地域にも濃密な

分布が認められるが、これらは本跡に極めて共通する内容を惧備している。そして、その中心は墓

制に代表されると思われる。前期の方形周溝墓は‘番清水遺跡に代表される20mクラスの大形の方

形周溝墓と、 下道添遺跡にみられるlOm以下のクラスのものが同時期に存在する。そしてそれぞれ

の分布が近接して立地する例はあまり認められない。この様な傾向は、本跡についても同様で、南

北に大きく距離を隔てて占地するなど、本来一つの領域で考えなければならない遺跡内容であるだ

けに興味ある事実といえる。無論、面的な調査を経た認識ではないから想像の域を出ない。

古墳時代後期の様相は、その前夜にあたる比企地方最大の野本将軍塚の成立以来多くの古墳群、

そして後続の群集墳を次々に生みだしてきた。 6世紀代を中心とした古墳分布は、第1、2図およ

び第1表に示した通り、田木、高坂台地、三千塚古墳群に代表される地域、そして古凍、柏崎古墳

群に包括される地域が注目されるが、ここでは古凍、古墳群の分布を中心に概観してみることにす

る。まず、古凍古墳群の範囲については、これまで古凍、柏崎古墳群と呼唱される様に、その分布

域が不鮮明であったと思われる。しかし、 東部野本地域の土地整備事業に伴ない部分的にではある

が市教委により古凍地域における調査事例が増加したことと、今回の調査によって古墳群の範囲、
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第 1図 周辺の主要遺跡分布図
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第 1表 主要遺跡 （第 1図）一覧表

I 遺 跡 名形 態 造営・操業時間 I 備 考

A 古凍古墳群 円墳他 6 C初～6C後 内部主体木棺直葬？ 埴輪棺

B 柏崎古城群 前方後円・円墳 6C初～7C初 ” 粘土郭埴輪棺
C 久米田古墳群 円墳 6C初～ 6C後 ” 粘土郭埴輪棺
D 山ノ根古墳群 前方後方・方墳 5C初 ” 粘土郭？
E 諏訪山古墳群 前方後円・円墳 6C初～ 7C初 ” 粘土郭横穴式石室
F 岩昴古墳群 円墳 6C初 ” 粘土郭円筒埴輪他
G 三千塚古墳群 前方後円・円墳 5 C中～7C後 ” 竪穴式石室横穴式石室
H 吉見百穴横穴墓群 横穴墓 7C初～ 8C 横穴墓

黒岩横穴墓群 ” 7C初～ 8C ” 
J 根平古墳群 円墳 7C初 内部主体横穴式石室

根平窯跡群 半地下式 7C前

K 舞台窯跡群 半地下式 7C中

L 桜山古墳群 円痰 7C前 内部主体横穴式石室

桜山窯跡群 地下式半地下式 6C前

M 和名埴輪窯跡群 6 C前

性格についての大要が把握できたと思われる。以下その要旨を概括すると、第 3図に示される通り

現存する 7基を含めてその範囲を推定すると、古墳群は東西150m、南北360mの長楕円の占地を示

す古墳群であること。出土遺物から 6世紀前半代を中心とする古墳群で埴輪を樹立するものを主体

とすること。柏崎2号墳、久米田古墳群同様合せ口状円筒埴輪棺の存在、古墳群中前方後方墳が包

括される可能性をもつことなど、極めて一様でない事実が提示された。以上の問題は、比企郡域に

おける古墳文化を解明する上で今後不可避な問題となることは明らかである。

最後に、古凍という地域については、古くから郡家郷に比定される場合が多々あるが、その多く

は、 「フルゴオ リ」という地名より発せられていることは自明のことである。そのおこりは、明治

17年刊行の新編武蔵風土記稿による古氷村の記載と、それ以前の呼唱のされ方「古クハ古郡 卜書ケ

リ」 の記述が最も大きな要因となっている。しかし、これまでの調査結果からその事実を裏付ける

資料の検出は未だ認められていない。
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第2図 古凍地域の遺跡分布図
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1V 遺跡の概観と調査の方法
遺跡は、松山台地が南に大きく突出し、西に都幾川、 東に市野川を臨む舌状台地に位置する。遺

跡周辺の歴史的景観については、 111で触れた通り、弥生後期～古墳時代前・後期に至る方形周溝墓

群、古墳群そして集落跡の密な分布を示す地域であることは周知の通りである。特に古墳（群）に

ついては、隣接する柏崎古墳群の一部が既に調査されていることから古凍古墳群の内容を理解する

上でも重要な位置を占める存在と思われる。また、古凍、柏崎両古墳群の分布については、明確な

区分が困難とされており、柏崎 ・古凍古墳群と一括して呼唱される場合が多く、両古墳群の質的、

時間的な対比についても漠然と理解されてきた感がある。

今回の調査では、上記のような認識を某に調査を開始した訳であるが、調査の進行に伴ない、古

凍遺跡、特に古墳群に関しては、その中心部を貫ぬく形で路線が設定されていることが明らかとな

った。言い換えれば、遺跡の中心を貫通する トレンチ（路線内調査区）により 古墳の分布状態、密

度、さらに集落とのかかわりの一端が明らかになったのである。以下、時代毎に順次その概要を記

すことになる。

出土遺物は、羅文前期から中近世に至る長期の文化様相が看取されるが、遺構としては、弥生時

代終末～古墳時代初頭の方形周溝墓群が初現である。その分布は、調査区南側で 1辺15~26m前後

の比較的大形の周溝墓3基が南北に連なって検出された。その内、最も南に位置する第1号周溝墓

は、鍵形の溝で、 2つのコーナーをブリッジ状に残す形態と思われ、他は番清水遺跡例のように整

芦
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然と方形に区画された大形の周溝墓の系譜と

考えられる。一方、最北部で検出された4基

の周溝墓はいずれも完掘できなかったが、 1 

辺8m前後の小規模な周溝墓であった。また、

調査区の北側で東松山市教育委員会により調

査された周渦墓も小規模なものであり、南側

に位置する周溝墓群との関連が今後注目され

る部分であろう。

古墳跡については、周満墓同様大きく南と

北にその分布が分かれ、現存する 9基の古墳

の分布を考慮に入れる と径400m前後の長楕

円の占地が考えられる。検出 したのは11基、

内完掘は 2基、いずれも墳丘を失い周堀のみ

の調査で、主体部の形態については不明であ

る。形状は基本的には全て円墳で、規模は径

40m、20m、lOmのクラス分類が可能である

が、内大形の 1基については調査区に隣接し

て位置する古墳（第4号古墳）の付属施設と

思われ、径20m、深さ 1.5 mほどの皿状の落

ち込みを呈する部分の他、周堀の一部も検出

された。

集落跡は、古墳の構築に伴なう造成により

多数消滅したもの と考えられるが、 7軒が調

査された。

第4号古墳跡墳丘下出土の比較的保存の良

好な住居跡例（第7号住居跡）から類推する

と、 削平された事実はほぽ頷けるものと思わ

れる。

古墳時代以降長期にわたって人間の営みは

認められず、中近世に至って該期の遺構は爆

発的に増大する。その分布は、古墳時代前、

後期にわたって遺構の存在しない空間を中心

に井戸跡（17基）、土渡（240基）および溝状

ヒ°ヅ ト状、土間状の遺構が多数検出された。

多くは無遺物に近いため充填土壌等の比較か
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ら観察したが、その分布については一定の集合あるいは形状、主軸方位の類似点により分類も可能

であろう。

以上、概要を記したが、各時代の検討については後章に譲ることにする。

発掘調査の方法、調査の主体をなすグリッドの設定は、 N-62°-Eを基に4mx4mを基本グ

リッドとした。グリッドの名称は、北東杭を基に東西をアルファベゾト列ex座標）、南北を数列 (Y
座標）とした。遺構については、深度の大きなものに関しては半載することを基本とし、埋没状況

の把握を容易な形をとった。遺物の測量は全てドット処理し、遺物の出土状態の記録化に努力した。

なお、遺跡の基本層序については，第4図に掲載した。 （道路建設課によるボーリング調査を参

考に作成した。）

第2表発掘調査の進行表

I 8ン 5 6 7 8 ， 1 0 1 1 1 2 Bシ 2 3 

A区遺構確認 ←--と

周溝墓 -----

[——□-----]―＿ニ―:
----

古墳跡 -------・ 
住居跡

-[―――― 

----
井戸跡 ------ --・ ---
土 燐 一

B区遺構確認---
周溝墓

＿＿＿＿＿［ここ：
---

古填跡 ---
井戸跡 ----
土 渫 ----に一 -----

----■ 一

C区遣構確認 --
周溝墓 --------
古墳跡 --------
土 埋 ------
プレ確認 ----ヒ
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V 遺構と出土遺物

1 古墳時代の遺構と遺物

(1) 方形周溝

第1号方形周溝墓（第9~11図）

A区97~99• F、Gグリヅドに位置する。東側遺構末端部分を第1号古墳跡に切られる。 （第9

図） 位置関係は、本跡を東端にほぼ西に向って第2、 3号方形周溝墓が一直線に連なる。

検出部分は全体の半分に相当し、北半分は未掘区に含まれるものと考えられる。

形状は、 北西および南東コーナー部分をブリッジ状に残す、所謂鉤形を呈するが、南北に連なる

部分は東に振れて穿たれておりやや不整な造りである。規模は、東西7.9m幅3.6m、南北10.3m、

幅2.6mを測る。深さは、北側で0.4m、南側では 0.8mを測る。主軸方位は、ほぽ北を指すものと

考えられる。主体部の存在は不明である。

覆土は大略2層に区分されるが、堆積状況は比較的単純でやや内側からの流入が強い様である。

第1層 褐色土 比較的しまりの弱く、ロ ーム・ブロヅクを多量に混入。

第2層 明褐色土緻密な黒褐色土をベースに大粒のロ ーム・ブロヅクを少量混入。

疇 可

／ 

9趾

ら

9年

一凶

9砥

冨

旦 一皇'23.oo

B' 

口 ― ゜
4m 

第9図第1号方形周溝墓実測図
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遺物の大半は 1号古墳跡と接する東半部分に集中し、 器種も埴輪

片がほとんどである。本跡の時期決定となる資料は、 南北に伸びる

溝の中央溝底部で出土した小形壺形土器1点である。他は刷毛調整 二言"-□t少□。したに過ぎず、 弥生的色彩をもった資料の混在も詫 ：ロ
仔／ ＼疇

' ~ l , 

o
l
 

10cm 
'= 

第11図第 1号方形周溝墓
実測図

第 3表 第 1号方形周溝墓出土土器（第11図）観察表

器種 1番号：法董(cm)[ 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

小形壺 1 口径 (8.5) ロ縁部は「＜」の字状に強く外 ロ縁から胴部中位は、斜位の刷 ロ縁部％欠

底径 3.3 半、中位で内傾しつつ立ちあが 毛目で整形した後、横位のヘラミ

器高（15.5)る。胴部は球形であるが、中位で ガキを施すが、部分的に刷毛目を

やや張り出すため断面ソロバン玉 残す。下半はヘラミガキ。内面は

状を呈する。底部は急激にすぽま 刷毛目後ナデ調整。

り底部は小さい。器壁は胴下半が

肥厚。褐色土胎土良。焼成良。

第2号方形周溝墓（第12、13図）

A区76~80• A~Fグリッドに位置する。南西部の一部は未掘区、南側を第4号古墳跡により切

られる他、中・近世の土渡、井戸跡が構築されており、遺存状態は非常に悪い。

形状は整った方形で、各コーナーはほぽ直角に屈曲し、溝幅も均ーである。溝幅を含めた規模は

東西22.5m（推定）、南北20.5m、溝幅2.5~3.5m、深さ 1mを測る。南北の中軸線（長軸）の示す

方位はN-47°-Eである。

覆土は 3層に区分される。第12図で示される通り内区からの流入がまず始まり順次プライマリーな

堆積を繰り返す。層序は次の通りである。

第1層 褐色土比較的粘性の乏しい。ロームを少量混入。

第2層 明褐色土 ローム・ブロヅクを少量に混入

第3層 明褐色土 ローム・ブロックを多量に混入。遺物の大半（本跡に伴なうもの）が出土。

遺物はまとまりをもって出土するものと散漫な分布のものに分かれるが、前者は中・近世の遺構

に伴なうものである。遺物の大半は小破片で、本跡に伴ない、しかも図示可能なものは第13図5.

に限られる。
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第13図 第2方形周溝墓出土遺物実測図
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第 4表 第 2号方形周溝墓出土土器 （第13図）観察表

器種番号法盤(cm)j 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 備 考

高台付 1 盤部径17.1 全体的に鋭さに欠け、稜線はソ 外面はロクロ痕を顕著に残す。 ％欠

盤 台部径13.1 フトな造りである。台部断面の形

器高 状は三角形。暗灰褐色。胎土はや

や粗い砂粒子を多菫に混入。焼成

色。

杯 I 2 I底部 4.21 直線的な造り。全体的に肥厚。 内・外面共ロクロ痕。 秒欠

褐色。胎土良。焼成良。

焙烙I 3 I底部14.21 粘土帯の接合痕を明瞭に残す。 接合痕に沿って、指頭による横 I ％欠

底部から急角度で立ち上がる。暗 位のナデを施す。底面ナデ。

灰褐色。胎土大粒の砂粒が混入。

焼成良。

杯 4 口径（15.0) 底部は半球状。口縁部は弱い段 ロ緑部内外面ヨコナデ。体部は 1 ％欠

からほぽ垂直に立ち上がる。暗赤 ヘラミガキ。

褐色、胎土良、焼成良。

高杯 5 1脚部径(1 細くすぽまった接合部から、緩 外面はヘラミガキ。脚部内面は 怜欠

2.0)やかに開き、裾部で一気に、水平 ナデ。

に開く。褐色。胎土良。焼成良。

台付甕 6脚部号 脚部は、直線的に開く、暗褐色 I 胴、脚台部外面11ヶ調整、内面 I 実測値残

6.8)胎土良。焼成良。 ヘラナデ。

第 3号方形周溝墓 （第14~16図）

A区70~77、C~Fグリ、ソドに位置する。遺構の北半部は調査区外に含まれ、全体の％ほどが調

査された。他の遺構との重複は、 2号方形周溝墓同様中・近世の土城、井戸跡が集中して存在する。

形状は大略方形であるが、東コー ナーが調査区外であることから東西に長軸を持つ長方形プラン

であろう。規模は、溝幅を含む南北で22.5m、東西は26m前後、深さは0.8m前後を測る。溝幅は南

北辺が 5m、東西辺は 3mとかなりの差があり、しかも北側は深度も増して1m前後を測る。南北

の中軸線（長軸）の示す方位はN-48°-Wである。

覆土は 3層に区分でき、内・外から交互に流入しているのが容易に観察できる。層序は次の通り

である。

第 1層 明褐色土 ローム・ブ ロック多量に混入。攪乱がはげしい。

第 2層 褐色土 標準層序第3層の砂レキ層が多量混入。しまり強い。

第 3層 褐色土 緻密な褐色土に、黒色、ロ ーム・ブロックを多量に混入。



ロニ）（、門

ロ／三三 (llI
疇 ．

A -

冒
10m 

| -L―- ---

9- -g 

` m 

第14図第3号方形周溝墓実測図
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第15図 第3号周溝墓出土遺物実測図

第 5表第3号方形周溝墓出土土器（第15図）観察表

器種番号法量(cm)j 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 I 備 考

台付甕 1 ロ径 1.60 ロ縁部は直線的に「＜」の字状 ロ縁部はヨコナデ。胴部上半は ％欠

に外反。胴部は球形であるが精微 刷毛による。右上→左下への斜位

さに欠ける。黒褐色。胎土良。焼 のナデ下。半は左上→右下への刷

成良。 毛によるナデ。内面はナデ調整。

内耳鍋 2 ロ径（31.0) ロ縁部は断面三角形。輪積み痕 ロクロ整形後ナデ調整。内面ナ ％欠

顕著。暗青灰褐色。胎土良。焼成 プ-•。

良。

” 3 口径 ロ縁部は内傾しながら立ち上が ロクロ整形後ナデ調整。内面ナ ％ 
(31. 5) 
る。口縁部断面三角形。体部は緩 プ—f。

やかにすぽまる。暗灰褐色。胎土

良。焼成良。
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器種番号法蓋（cm)I 形態の特徴 l 手法の特徴 l備考
内耳鍋|41口径(32.5)1 口縁部は内傾しながら立ち上が ロクロ整形後ナデ調整。内面ナ 1％欠

台付甕I5 

る。口唇部は丸い。体部は緩やか デ。

にするぽまる。暗灰褐色。胎土良

焼成良。

接合部は、薄い粘土帯で補強。

暗褐色土。胎土多最の微砂混入。

焼成良。

内外面共刷毛によるナデ調整。 1 怜欠

小型壺I6 I底径 3. 01 球形胴部、底部は上げ底、器壁 外面は丁寧なヘラミガキ。内面 I怜欠
は底部がやや肥厚。褐色。胎土良 はナデ。

焼成良。

高杯I7 接合部からあまり脹らまず、緩 外面は縦位の丁寧なヘラナデ。 脚部実測値

やかに裾部へ移行。器壁は薄い。 内面はヘラケズリ。 残

褐色。胎土良。焼成良。

高界 8 接合部は細くしまり、裾部へは 外面縦位の丁寧なヘラミガキ。 脚部実測値

急激に開く。赤褐色。胎士良。焼 内面はナデ。穿孔は 3箇所斜位に残

成良。 穿つ。

陶磁器I9 I高台部径 1 高台部は削り出しで、ほぽ垂直

6. 0である。色調は釉が施されている

ため青灰色。胎土良。

第4号方形周溝墓（第16図）

高台部実測

値残

B区19、20• L~Nグリッドに位置する。北東部で10号古墳跡と切り合い関係にあり、北東コ ー

ナーおよび東面する南北辺の中央部が存在しない。溝に区画される内区のほぽ中央には第221号土

渡が位置する。溝と同様の主軸方向をもち、位置関係な見る限りでは主体部の可能性もある。

規模は大略17.5mと思われるが、未掘区を多く残すため推測の域を出ない。形状は方形ないし長

方形と思われる。深さは一様でなく、東面する部分80cm、東西辺は6QC7llを測る。掘り込みは、 内側

立ち上がりが急、外面は緩やかである。溝幅は1.8m平均で回る。

層序は比較的単純で明瞭な区分が可能であった。

第1層 明褐色土多量のロ ーム・ブロック混入。

第 2層 褐色土 緻密でしまりがある。溝底面特に内側にロ ームの混入が認められる。

第3層 黒褐色土大粒ロ ーム・ブロック混入。南側に集中的に分布。

遺物は少盤で、しかも散漫な分布であった。大略刷毛目痕をもつ甕の小片であり、図示可能な資

料はない。

第221号土凋は、周溝墓の溝の南北辺から 3m、東西辺から 4mの位置にあり、周溝墓のほぼ中

央に存在するものと考えられる。規模は南北4.8m、東西もボーリングの結果同値と思われ、略方

形プランが想定される。深さは38C7几、底面はフラッ トである。
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第16図第4号方形周溝墓実測図

土痰内の覆土は2層に区分される。第1層は褐色土、第2層は黒色土ブロック混入の暗褐色土で

ある。

第5号方形周溝墓（第17図）

B区17、18• 0、Tグリッドに位置する。遺構の大半は調査区外に含まれ、僅かに1つのコーナ

ー（東）を検出したに過ぎない。中軸の方位は明確に仕難いが、ほぽ東西南北に面して溝が一周す

るものと思われ、プラソも鋭く直角に近いコーナーをもつ非常に整った方形が想定される。深さは

コーナー付近で Llmと非常に比高差のある溝である。溝底は小さな起伏をもち、フラゾトな部分

は少ない。溝幅は 3.2mを測る。層序は 3層に区分され、平行な堆積である。

第1層褐色土第18図1の口縁部を混入。

第2層 暗褐色土 多量のローム・ブロック混入。遺物の混入はない。

第3層 暗褐色土焼土粒子を少量混入。図示した遺物は全て本層に含まれる。

遺物分布は、図示した2点の遺物の他は認められない。 1は口縁部が溝の上部内側より出土し胴

部は溝底より若千浮遊した状態で出土した。これは、まさにマウソドに樹立されたものが転落した

ことを物語っている。 2は調査区南端部の溝底面より完形で出土した。 （土圧による割れを示す）

第6号方形周溝墓（第17図）

B区18~21• L~Nグリッドに位置する。西半分は調査区外、南東部は第10号古墳跡および試掘

坑により壊され、僅かに北東コーナーと南北辺の溝を検出したに過ぎない。
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規模は周堀の外側立ち上がりを含めても18m前後と考えられる。コーナーはほぽ直角に屈曲する

ことから整った方形フ ラ゚ンと思われる。深さは一定しており 80cm前後である。

覆土は3区分されるが、第1層は攪乱層、第3層はローム混在の暗黄褐色土で、セクション部分

のみに分布することから、第2層暗褐色土だけが、本質的な覆土といえる。遺物の大半も本層中か

ら出土しているが、贔的には少なく、器形を窺えるものはない。小片であるが、第4号周溝墓同様

刷毛によるナデが施される甕ないし台付甕の胴部片と思われ、大略同時期の所産であろう。
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第17図 第5• 6号方形周溝墓実測図

第 6表 第5号方形周溝墓出土土器（第18図）観察表

器種番号!法量（cm) 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 I備 考
宝• 1 口径 18.0 頸部から口縁部へは緩やかに移 ロ・頸部は木口による細かな刷

底径（22.5) 行、口縁部は直線的に外反。胴部 毛ナデ調整が、ロ・径部2段上→

器高（31.0) は球形であるが、最大径は下半に 下に施す。 （エ具、幅1.2cm 12 

あり22.5cmを測る。淡橙褐色。胎 条）胴部は縦位の丁寧なナデ。内

土良。焼成良。 面はナデ調整。
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器種 1番号！法最(cm)/ 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 l備 考
高杯 2 ロ径 22.5 ロ縁部から体部上半は球形、下 外面全面左上→右下へ細かな単

脚部径 9.7 半に弱い稜をもち急激にすぽま 位の刷毛ナデ。後ヘラミガキを施

器高 16. 7 る。脚部は略台形で、下半は内彎 すが刷毛痕を完全に消し去る意志

しながら裾部端に至る。色調は、 は認められない。内面はヘラミガ

外面暗黒褐色ないし暗橙褐色。内 キ、脚部内面は刷毛ナデ。

面淡橙褐色。胎土良。焼成良。

゜
10cm 

第18図 第5号方形周溝墓出土遺物実測図

第 7号方形周溝墓（第19、20図）

c区12~14• R~Tグリッドに位置する。北半分は

未調査、北東部も拡張が不可能な状態であるため極め

て限られた範囲での調査となった。

規模は唯一明らかとなった北コーナーを基に、南北

11. 6m（周堀の外側立ち上がり間）を測り、東西も同

様な数値が想定される。コーナーは直角に掘り込まれ

ており、整然とした方形プランであると考えられる。

周堀の幅は1~1.8 mで南北辺が比較的広い。深さは

0.6~0.8mを測る。

覆土は、南側の第1~3層中にローム・ブロックの

混入が目立つのに対し、北側では暗褐色系の充填土が

主体で、ロームの混入は少ない。

l_J]1 
゜1 , 

10cm 
J 

第19図第7号周溝墓出土遺物
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第20図 第 7号方形周溝墓実測図

第1層

第2層

第3層

褐色土 ソフトローム少量混入。パサパサしてしまりなし。

暗黄褐色土 ロームおよびローム・ブロック多量に混入。

暗褐色土

第 4層褐色土第2層同様しまりに欠ける。

第 5層 明褐色土 黒褐色ブロックを多量に混入。しまりあり。

遺物は台付甕形土器の大形破片第20図1が周溝の溝底で出土した他は、まとまりをもたず散漫な

ローム・プロック少量混入。しまり強い。

分布で、刷毛甕の胴部片が大半を占める。
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第 9表第 7号方形周溝墓出土土器（第19図）観察表

器種 1番号1法量(cm)[ 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考
台付甕 1 I口径 17. 1 ロ縁部は弱く外傾。口唇端部の 外面全面刷毛ナデ。口縁部は右 ％欠

断面は外反りで「コ」の字状。胴 →左へ斜位に、胴部は横 ・斜位に 脚台部欠

部は最大径を上半にもつ略球形。 ややアトランダムぎみに施す。内

内面は輪積み痕を明瞭に残す。 黒 面は口縁部のみ刷毛ナデ。胴部は

褐色。胎土良。 ＇ 指頭によるナデ。

埴輪凡例

口縁部形態分類

口／ぃロ口口口
突帯部形態分類

突帯部

幅

さ

部

高

帯
部

突

繹

二

・
|
」
ー
！

口
巾2cmあたりの条の数

7-8,,,-2cm 

第21図埴輪凡例図（1)
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ここで取り扱うのは普通円筒埴輪に関してのみ規定しておく。作成に当たっては、鴻巡市生出塚

遺跡、東松山市桜山窯跡群の報文を参考にした。

．
．
 

1

2

 

図示の方法 完形および実測値の％以上残存するものには、拓影図も併用することにした。

観察表の記載は、極力記号化したが、表記方法については下記の通りである。

4段以上のものはd、eの順に追加した。器高は第22図の通り、

器厚については、

h、a、b、Cの計測値を示し、

d、口唇部から順にa、b、c ヽ eの計測値を示した。

凸帯は、第21図に示した7形態にあてはめて表示。計測値は、断面台形をイメージし、上底・下

底／高さの順に列記した。 （第一凸帯→一凸）

透孔は、形状および計測値、縦（a）、横 (b)の順に明記。

底部、基部は、基部調整、底面調整に分け、基部調整の有無について、底面も調整の有（a）、無

(b)に区別した。

刷毛ナデについてほ、施紋方向、施紋順位（回転方向）、木口面の刷毛数(2cmあたり）を表示した。

器質は、色調（色）、胎土（胎）、焼成（焼）の順に記載、胎土は特iこ砂粒の混入度の割合を最初に

明記。

備考には、残存率、 ロ縁部形態（第21図）を 6分類した。次に、底面形態、胎土分析資料使用の

記載ナソバーを明記した。
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2 古墳跡と出土遺物

第 1号古墳跡（第23~34図）
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第23図第1号古墳跡実測図
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第24図 第 1号古墳跡遺物出土状態（1)
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A区98~102、 F•G グリッドに位置する。北西部で第 1 号周溝墓の南東端を切っているが、共有

している惑もある。また、本跡の弧は北東に上弦を持つことから古墳跡の主体は調査区外に存在し

把握できる範囲は全体の％程度であろう。

規模は推定で25m前後（周堀幅）、は2.8:m、深さ0.55m程である。周堀北東端は急激な立ち上がり

を示し、ブリッジの存在が明らかである。南東部は、北東部同様周堀は消滅してしまいその痕跡す

ら窺い知ることはできないが、これは多分に自然地形ないし後世の削平による要因と考えられる。

また、周堀外側の立ち上がりは長さ 8cm、幅10.5mにわたってテラス状の部分が存在する。

周堀の覆土は第23図1~3が相当する。 (4•5•7•8 は土城の覆土である）

第1層 褐色土 多量の遺物を混入。ローム・ブロック少量混入。

第2層 暗黄褐色土多量のローム・ブロック土器を混入。

第3層 暗褐色土 完全遺物を含む大形破片を含む。下位はローム・ブロックが混在。

遺物の出土状態 分布は、第1号周溝と切り合い関係にある北側に密な、南半は量的にも、密度

的にも激減し、図示可能な遺物の出土はない。北半部はいくつかの集中が認めらたるが、その中心

は、掲載した遺物の大半を包含する 3つのブロックに代表される。第24、25図で示される通り、 3 

つのブロックはそれぞれ異なった組成をなし、分布の在り方も異にしている。ここでは、垂直分布

乎面分布を通して 3ブロックの在り方を概観してみることにする。

まず、最北部に位置するものは、分布密度の度合から最も有力な集中区であるが、その組我は円

筒埴輪（朝顔形埴輪を含む）に限定され、長い接合距離をもち、完形体は存在しない。垂直分布は

15cmほど浮いた位置で集合している。また、第 1号方形周溝墓の推定プラン内出土の資料と接合す

る例も少なくない。多分に広域な分布を示す。

中央に位置するブロックは、接合距離も小さく完形体が主体である。遺物の大半は浮いた状態で

検出され、底面に密着したものは少ない。出土遺物の大半は円筒埴輪であり、接合率は極めて高い

南西のブロックは、円筒埴輪は少なく、石製模造品、須恵器蓋形土器、土師器杯、高杯、小形甕

等が検出された。出土状態は、底面に密着するかあるいは周堀の立ち上がりに設けなれたテラス状

の部分より出土している。埴輪は、他のブロック同様、浮いた位置からの出土である。

埴輪については、その完形度に差はあるものの墳丘の崩壊に伴ない生じた分布であることは自明

であるが、石製模造品等の出土例は、セットの上からも祭祀色の強い在り方といえる。
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第25図第1号古墳跡遺物出土状態(2)



-38-

¥ / 

量〖2ロ

← / | ¥¥ 8 
6 乙二二」 ＼ 7 

）］ I, 9 ¥ ニ t1
汎＼ 9 ／ 10 二 12

ロ 」3 口 14 □□ーよ
三 6 ロニロ ／丁□）18 
□ , [ I [20 ロニへ

冒冒 こ
炉翠

に多》23
0 10cm 

第26図 第1図古墳跡出土遺物実測図



- 39 -

第 8表第 1号古墳跡出土土器（第26図）観察表（1)

器種 1番号1法量（cm) 形態の特徴 I 手法の特徴

甕 1口径（18.o)j 口縁部は緩やかに外反、中位で 内・外面共刷毛ナデ、外面は縦

更に外傾。器壁は頸部最も肥厚 位、内面は、頸部を境に口縁部は

し12cmを測る。輪積み痕を明瞭に 右上→左下、胴部は左上→右下に

残す。にぶい褐色。胎土良。焼成 施す。

良。

甕 21口径（19.O)I 口縁部は短かく、緩やかに外傾。 口唇部は 3cmごとに木口による

器壁は全体的に肥厚。口唇部は外 刺突が加わる。口縁および胴部は

反り。暗褐色。胎土は砂粒子を多 斜位の刷毛ナデ。内面は口緑部が

量に混入。焼成良。 刷毛ナデ、胴部はナデ。

甕 | 31口径（16.5)1 口縁部は緩やかに外彎。口唇部 I 口縁部ヨコナデ
は丸い。淡橙褐色。胎土良。焼成

良。

甕 | 4 |口径（17.9)1 口縁部は緩やかに外彎。中位で I 口緑部はヨコナデ。
輪積み痕による稜を持つ。橙褐色

胎土良。焼成良。

I備

％欠

衿欠

％欠

％欠

小形甕|5戸径 9. 5 口縁部は「く」の字状に外反、胴 口縁部はヨ コナデ。胴部は指頭 I完形
底径 5. 6部は球形。最大径は中位に有る。 による横位のナデ。底面はナデ調

器高 9.8褐色。胎土良。焼成良。 整。

考

台付甕|61脚台径 ，．61接合部は粘土帯を貼付、脚部は 甕底部はナデ。内面はヘラナデ I実測値残
やや内傾しながら端部へ移行。底 調整。接合部および脚部外面は入

部は肥厚し、 1.6 cmを測る。黒褐 念なナデッケ。

色。胎土大粒の砂多量に混入。焼

成良。

高刷 71脚台径＆71脚部は緩やかに開き裾部で若干 杯部は内外面共丁寧なナデ。脚 I実測値残
屈曲。低く短かい。器壁は肥厚。 部は縦位のヘラナデ。

脚部端は丸い。淡黄褐色。胎土良。

焼成良。

器 台I 8 1口径 6. 51 口縁（器設）部は平滑。脚部は I 全面ナデ調整。

緩やかに開く。褐色。胎土良。焼

成良。

実測値残

高刷 91口径 12. 7 杯部は体部上位でヘラケズリの 坪部口縁はヨコナデ。体部は横 I口縁部怜欠
脚部径 9.2強い稜線。口縁部は中位で外傾。 位のヘラケズリ。接合部はナデ調

器高 11. 3口唇部端は丸い。脚部中位で若干 整。脚部は縦位のヘラナデ。杯部

ふくらみ、裾部で強く開く。暗褐 内面はナデ、脚部はヘラケズリ。

色。胎土は砂を多贔に混入。焼成

良。
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第 1号古墳跡出土土器（第26図）観察表(2)

器種 1番号i法量(cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 I備考

高杯I10 脚部は直線的に開く。淡橙褐色 外面は縦位のヘラナデ。内面は 杯部、脚台

胎土良。焼成良。 斜位のヘラナデ。 裾部欠。

須恵器I11 ロ径 14.3 天井部から口縁部の間は明瞭な マキアゲ、ミズビキ成形。回転 l完形
蓋 天井部径 凹部をもつ。天井部は扁平。口唇 ナデ調整。天井部回転ヘラ削り調

7.0部は丸い。暗黒褐色。胎土は大粒 整。

器高 4.3 の砂粒子を含む。焼成良。

須恵器 12 口径 14.4 天井部は扁乎、やや内彎ぎみに マキアゲ、ミズビキ成形。回転 I 完形

／蓋 天井部径 口唇部に至る。端部は丸い。暗灰ナデ調整。天井回転ヘラ削り調整

7. 7褐色。胎土は大粒の砂粒子を含む。

器高 4. 1焼成良。

杯 I 13 1口径（12.O)I 口緑部は直立、口唇部は丸い。 口緑部は内外面共ヨ コナデ。体 I％欠
ロ緑部と体部高は同値。受部の段 部は、左→右へ斜位ヘラケズリ。

は弱い。底部はやや深く半球形を 内面はナデ調整。

呈する。淡橙褐色。胎土良。焼成

良。

杯 I 14 I口径 11.8I 口縁部は若干外傾して立ち上が 口縁部は内外面共ヨコナデ。体 I秒欠
る。口唇部は丸い。体部は浅く皿 部はヘラケズリ後ヘラミガキ。内

状。受部は稜のみ残。暗赤褐色。 面ヘラミガキ。内外面共丹彩。

胎土良。焼成良。

杯 I 15 I口径（14.3)1 半球形。口緑部中位で内傾。口 I 内外面丁寧なナデ調整。

杯

唇部は丸い。淡橙褐色。胎土良。

焼成良。

16 I口径（12.9)1 口唇部は中位でふくらみ若干肥

厚するがほぽ直立。受部は強い稜

をもつ。体部はやや洩め。暗赤褐

色。胎土良。焼成良。

ロ縁部は内外面共ヨコナデ。体

部外面は横位のヘラケズリ。内面

は荒いヘラミガキ。内外面共丹彩。

％欠

％欠

杯 I 17 I口径（11.8)1 口縁部は若千外傾して立ち上が 口縁部ヨコナデ。体部外面ヘラ I％欠
る。受部は弱い稜。体部は半球形。、 ケズリ内面丁寧なナデ。内外面丹

暗赤褐色。胎土良。焼成良。 彩。

杯 I 18 1口径（11.2)1 半球形の体部。口縁部は内傾。 1 内外面丁寧なナデ。内外面丹彩。 1 ％欠
し 、‘` ` ~ "心，，，

器壁はやや肥厚。暗赤褐色。胎土

良。焼成良。

杯 I 19 I口径（12.9)1 口縁部は直立。口唇部近くで外 口緑部ヨコナデ。体部外面横位 I ％欠

傾。受部は強い稜をもつ。体部は のヘラケズリ。内面丁寧なナデ。
-•= 

やや深め。褐色。胎土良。焼成良。
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第 1号古墳跡出土土器（第26図）観察表(3)

器種 1番号：法董（cm)I 形態の特徴 1 手法の特徴 備考

杯 I 20 I口径（15.O)j 口縁部はやや内傾して立ち上が 口緑部内外面共ヨコナデ。体部 ％欠

る。受部は強い稜をもっ。褐色。 はナデ。

胎土良。焼成良。

擢鉢I21 I口径（30.8)1 口縁部はほぽ垂直に作出。シャ 櫛目は8条を一単位とする。内 ％欠

ープな造り。 外面ロクロ痕明瞭。

須恵困 22I底径 6. 9j 底部は丸みをもって立ち上が ロクロ整形。底面回転糸切り再1 実測値残

る。器壁は底部が8杭mを測る。暗 調整なし。

灰褐色。胎土良。焼成良。

高台付I23 I口径（13.0) ％欠

皿 高台径 4.5

器高 3.2 

第 9表 第 1号古墳跡出土埴輪 （第27~32図）観察表

馨晨器高1器径器厚！器 質 突帯！透孔！外面調整 ！ 内面調整 備 考

27-1|h35.7口218 al  l1色明橙褐色 B1タイプ 1形状略円形縦刷毛ナデ 1斜刷毛ナデ ロ縁部怜欠
a 15.1底13.51b LO 胎やや多量酸一段 l. O• l.8径 a 5. 6刷毛 8本／2cm刷毛 7本／2c机口縁A8タイプ
bl2.0I jc!.6 化鉄角岩礫 ／0.4 I b 6. 0口縁上位右廻り胴部下半ナデ 底部
8.61 I c 1.6焼良 二段1.1 •2.2 ヨコナデ 基部横位刷毛胎土分析資料8
d 1.61 I /0.4 

27-21 e 35.6口24.0la 1.0色橙褐色 B1タイプ形状円形縦刷毛ナデ 斜位刷毛ナデ ロ縁部½欠
h 14.7底13.61b1.6胎やや多量酸一段 l.2・1.9径 a 5. 8刷毛 12本／2cm刷毛 8本／2cm口緑 タイプ
a 12.61 I c 1.6 化鉄角岩礫 ／0.4 I b 6. o口縁上位右廻り部分的に指ナデ底部
c 8.31 Id 1.8焼良 二段 1.3•2.0 ヨ＃ナデ 荼部横位刷毛胎土分析資材3

e 2.01 I /0.2 

28-1現31.8底l3.4bl.4色淡褐色 Aタイプ 形状円形縦刷毛ナデ 基部調整刷毛ナ三段目以上欠
a 13.41 jc 1. 5 胎多景酸化鉄一段 l.4•2. 6 径 a 7. 6刷毛 9本／2cmデ縦位の指ナデ 底部 タイプ
b 12.61 I b 1.7 バミス含 ／0.5 I b 7. 4二段下位に一条 胎土分析資料7

e 2.3焼良 二段 l .4• 1.6 の指ナデ
/0.3 

28-2|h38.7口27.3a l.0色淡茶褐色 |Aタイプ形状円形縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ロ縁％欠
a 17.5底l3.2b l.2 胎多羹酸化鉄一段 1.0 •2. 4 径 a 6.4刷毛 10本／2cm!刷毛 10本／2cm口縁AIタイプ
b 13.0I I c 0.8 角岩礫含 ／0.2 I b 7. 2'口縁に一条の指基部縦位の指ナ底部 クイプ
c z.21 1 d i.o焼良 二段 l.0•2.0 ナデ Iデ

e 1.81 I /0.4 

29-11 h 37.4口31.6ja0.8色暗茶褐色 B1タイプ形状円形斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
a 16.5底l2.4b l.0胎少最酸化鉄一段 l.0•l . 4 径 a 6. 2刷毛 8本／2cm刷毛 9本／2cm口縁A使イプ
b 13.01 I c 1.2 角岩礫含 ／0.2 I b 6. 0刷毛左廻り施紋基部横位のナデ底部 タイプ
c 7.9[ lb 1.2 二段1.2 •!.5 口緑に一条の指 胎土分析資料2

c 1081 I /0.3 ナデ

29-21現17.41 Id 1.2色淡茶褐色 B1タイプ形状円形斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 衿欠
a l.4胎少量 二段 l.0/1.5径 a7.21刷毛 8本／2cm刷毛 9本／2cm
焼良 ／o:s I b 7. 4!刷毛右廻り施紋

29-31現1s.21 I花 1.4色褐色 B玖イプ形状楕円形縦刷毛ナデ 花部アトラソタ］朝顔形円箇埴輪

b l.4胎やや多い 二段 l.2•1.6 径 a (8. 0)刷毛 10本／2cmムな刷毛ナデ 怜欠

焼良 ／0.3 I b 5. 6刷毛右廻り施紋刷毛 9本／2cm

29-41現 7.01口24.2|aI.01色褐色 縦刷毛ナデ斜刷毛ナデ I％欠

b l.3胎やや多い 刷毛 7本／2cm刷毛 8本／2cm

焼良 刷毛右廻り施紋
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第27図 第1号古墳跡出土埴輪実測図（1)
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昌尉器高 l器径 1器厚 I 器 質 I 突帯 1 透孔 I 外面調整 内面調整 I 備 考

30-1 現12.4 b 1.2 色茶褐色 B1クイプ 胃状不整1縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠

C 1.2 胎焼や良や多い 二段l.M.Z径形a6. 4 1 I 刷毛 10本／2cm刷毛 9本／2cm
/0.3 b 7. 4刷毛右廻り施紋

30-2 現 8.6 d 1.6 
色万褐色 斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 衿欠
胎い 一段 l.6•2.4 刷毛 7廻本り／施2 cm 刷毛'7本／2cm
焼 /0.3 刷毛右 紋

30-3現12.0 b 1.0 
焼胎色 暗少良茶な褐い色

B2タイプ 形状（円形）斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 秒欠
C J.2 二段1.4• 1. 6 刷毛 11本／2cm刷毛 10本／2cm

/ 0. 4 

30-4 現17.8 C I.I 
胎底色 暗少良茶な褐い色

CIタイプ 贋刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
d 1.2 一段J.2•J.6 毛 7本／2cm刷毛 7本／2cm

/0.3 刷毛右廻り施紋刷毛ナデ後指ナ
デ

30-5現12.9 b l.2 
色万褐色 B1タイプ 形状（円形）縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 衿欠

C 1.6 胎し、 一段 1.4•2.4 刷毛 8本／2cm刷毛 8本／2cm
焼 / 0. 4 刷毛右廻り施紋

30-6現17.8 b I.I 
色胎 淡多角橙岩い褐礫酸色化パ鉄ミ

Aタイプ 縦刷毛ナデ 贋刷毛ナデ ％欠
b 12.0 C 1.2 一凸 l.4•2.2 刷毛 7本／2cm 毛 9本／2cm

/0.3 刷毛右廻り施紋
ス 二凸 1.4•2 . 2
焼良 /0.4 

30-7 現11.0底13.9d 1.3 色橙褐> 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ後へ ¼欠
e 1.8 胎やや 、冒 刷毛 8本／2cmラナデ
化鉄岩 刷毛右廻り施紋刷毛 10本／2cm
ノ＜ミス

焼良

30-8 現 9.4底13.4d 1.0 
色胎快 暗多角良橙い岩褐礫酸色化鉄

縦刷毛ナデ 指ナデ ％欠
e 1.6 刷毛 6本／2cm基礫部 横刷毛ナ

30-9現12.6底13.8d 1.8 
胎焼色 橙多角良褐い岩色礫酸化鉄

縦刷毛ナデ 指ナデ ％欠
e 1.9 刷毛 7本／2cm基部横刷毛ナ 胎土分析資料6

刷毛右廻り施紋 デ

30-現12.1底16.3d l.4 色橙褐》 縦、斜刷毛ナデ斜指ナデ ％欠
10 e 1.7 胎やや 、冒 刷毛 基9り本施本／紋的2 cm 

基部横指ナデ

焼良化鉄 岩 刷毛、 に
は右廻

31-1 現20.0底13.4C J.5 
色淡橙皇一凸1.6-2.6 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 秘欠

a 16.6 d 1.6 
胎焼や化良や鉄 酸礫

/0.4 刷毛 8本／2cm刷毛 8本／2cm

31-2現Zl.3底12.3C I.I 色淡橙， Aタイプ 形状円形縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ％欠
a 16.0 d 1.3 

焼胎多角良岩い 鉄
凸1.0ヽ1.8a (5. o)I刷毛 8本／2cm刷毛 10本／2cm

e 1.5 /0.2 b 5. 6 刷毛右廻り施紋基部縦箆ナデ

31-3現24.4底14.0c l.3 
焼色胎 賠多角極橙岩い良褐礫酸色化鉄

CIタイプ 嬰状隅丸眉刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
a 15.6 d 1.7 凸1.2/2.2 形a5. 6 毛 7本／2cm刷毛 8本／2cm

e 1.8 /0.4 b 5. 4刷毛右廻り施紋下半は霞ナデ
基部刷横ナデ

31-4現22.0底12.6c l. 4 
色胎多暗茶い昂鉄 C 1クイプ 形状略円形縦刷毛ナデ 指による縦位ナ 怜欠

a 14.0 d 1.2 凸1.2/1.8a (8. O)刷毛 11本／2cmデ接合痕顕著 胎土分析資料4
e 2.3 
色極角岩良 英 /0.5 b 8.4 刷毛右廻り施紋

斜つ位けにとり

31-5現21.8底13.4C J.3 色暗橙塁色 Aタイプ 形状略円形縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 36欠
a 15.6 d l.4 胎ややい 胃 凸 1.0/1.8b 6. 4 刷毛 10本／2cm下半は指ナデ

e J.8 化鉄角岩 /0.3 刷毛右廻り施紋基部横刷毛
色良

31-6 現22.8底13.5C J.0 
色胎 暗多茶い,~ 鉄

B1タイプ 形状略円形斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
a 15.6 d 1.3 凸1.2/2.0b 6. 4 刷毛 8本／2cm刷毛 8本／2cm

e 2.0 色角良岩 英 /0.3 刷毛左廻り施紋基部指ナデ
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誓扇器高l器径器厚 器 質 I 突帯透孔 I 外面調整
I 
内面調整 l 備 考

32-1 現18.7I底13.8d 1.4 
色万色 B1タイプ 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ％欠

a 17.6 e 1.6 焼胎 い 一凸 1.4• 1. 8 刷毛 8本／2cm刷毛 8本／2cm
/0.3 刷毛右廻り施紋部分的に縦指ナ

デ

32-2 現15.6底14.0d 1.8 
焼色胎 ・暗多良橙い褐色

縦刷毛ナデ 縦指ナデ ％欠
e 2.0 刷毛 7本／2cm

刷毛左廻り施紋

32令 現13.0底13.4a 1.4 
色焼胎 橙少良褐な色い 贋刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ％欠

e 1.6 毛 10本／2cm塁畠9本／2cm
刷毛左廻り施紋 横刷毛ナデ

32-4 現180 底10.4d 1. 4 ， 暗橙塁色 縦刷毛ナデ 指ナデ ％欠
e 1.8 や良や い 刷毛左廻り施紋 形象埴騎（馬）

の足か．

32-5 現14.8底l4.4d 2.0 色胎暗多橙い褐色 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
e 2.2 刷毛 9本／2cm下半は霊指ナデ
焼良 刷毛左廻り施紋基部横ナデ

32-6現11.5底13.8d 1.5 
色胎 暗礫少茶な酸褐い化色角鉄岩

縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ
e 2.2 刷毛 7本／2cm塁毛 9本／2cm

刷毛右廻り施紋 部斜指ナデ
焼良

32-7 現11.0底13.4d 1.4 
焼胎色 暗少良茶な褐い色

斜刷毛ナデ 指ナデ ％欠
e 1.6 刷毛 9本／2cm基部横刷毛ナデ

刷毛右廻り施紋

埴輪拓影図説明 （第33、34図）

全て普通円筒埴輪である。拓影図 (1、2)で示される通り、口縁部が多黛に検出されたのに対

し、基部は極めて少ない。以下凡例に則して概観してみる。

ロ縁部形態は、若干外傾し立ち上がる A1タイプ (1~3、6、.8)、明瞭に屈曲（外傾するB

タイプ（7)` 直線的に外傾するA3タイプ (4、 5) の3種類が認められる。施紋は外面縦位、内

面斜位の刷毛ナデ、刷毛は 8~10本とやや荒い木口面を使用。外面には横位に一単位のナデ。

凸帯部 幅広で、低く、断面M字状をなす。Aタイプが主体で、低い台形状をなすC1タイプ(12)

も少量認められる。貼り付け部分はよくなでられており、ほぽ平行に貼付されている。

透孔 出土量は少ない。形状は円形ないし略円形と思われる (10、16)

荼部 緩やかに立ち上がる。調整は内面縦刷毛後指によるナデが加わる。
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第2号古墳跡（第35~37図）

A区103、104、A~Cグリヅドに位置する。遺存状態は、自然傾斜の増す南半部では削乎も手伝

い極めて悪く、不完全ながら北半部を検出するに止まった。規模および形状は、現存部分からの推

定で15.5mの径を有する円墳跡である。周堀は、西側で14.4m東側0.64m、北側では 1.omを測る

深度は、最深部の北側で0.56mを測る。周堀は一周せず、調査範囲内だけでも北東および北西にそ

れぞれ掘り残したブリヅジで存在する。また、北西部では第1号溝により一部切られている。

周堀の覆土は、遺存の悪さから攪乱も著しく区分線も漸移的なものになり不明瞭であった。大別

して2層に区分される。第1層褐色土 ローム・ブロヅクの混入顕著。第2層暗黄褐色土 ロ

ームを多量に混入、遺物の大半は本層中上位に集中して検出されている。

遺物の出土状態（第36図）

遺物の主体は、埴輪、土師器杯（赤色塗彩のものを多く含む）、甕類の小破片である。西側は、土

壊群との切り合いから本跡に関わる遺物の出土はない。

平面分布図によれば、 2ヶ所存在するブリヅジ周辺は僅かであるのに対し、北面する周堀中央を
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第36図 第2号古墳跡遣物出土状態

軸に密な分布が認められる。特に墳丘側に集中する傾向が窺える。垂直分布は、堀底で出土する例

はなく、底から15~20虚ほど上位で検出されるものが大勢を占める。接合関係も存在するが極めて

近距離での接合 (15ば未満）である。一方、図示した遺物の大半は、分布の密な部分からの出土は

なく、周堀外寄りにみとめられる。なお、出土遺物の内弥生土器（吉ヶ谷式土器）の検出が東側に

集中して認められる。
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第10表第2号古墳跡出土土器 （第37図）観察表（1)

器種 1番号1法量(cm) 形 態 の 特 徴
i 
手 法 の 特 徴 I備 考

甕 1 口径（14.8) ロ縁部は「く」の字状に外反、 ロ辺部、内面口縁部ヨコナデ。 ％欠

口唇部近くで直立。口唇部は丸い。 ロ緑部下半は右→左刷毛ナデ。内

器壁は薄い。黒褐色。胎土良。焼 面は横位の刷毛ナデ。

成良。

甕 2 口径（17.0) ロ縁部は緩やかに外反。口唇部 ロ縁部は右→左刷毛ナデ。胴部
％欠

近くで直立。暗褐色。胎土良。焼 は斜位の刷毛ナデ。内面は横位の

成良。 刷毛ナデ。
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器種番号1法贔（cm) 形態の特徴 手法の特徴 1 備考

甑 I 3 I口径（19.s)I 口縁部は短かく、緩やかに外反。 口縁部内外面共ヨコナデ。胴部 ％欠

胴部は直線的。暗橙褐色。胎士良。 はナデ調整。

焼成良。

甕 I 4 I口径（18.8)1 口縁部は「く」の字状に外反。

器壁は薄い。淡黄褐色。胎土良。

焼成良。

ロ縁部内外面共ヨコナデ。 ％欠

甕 I 5 I口径（18.9)1 口縁部は「＜」の字状に外反、 口縁部内外面共ヨコナデ。胴部 I％欠
ロ唇部近くで更に外傾。胴部は球 はナデ調整。

形。褐色。胎土良。焼成良。

円筒埴 6 口径 23.8 口縁部は緩やかに外傾。口唇部 内面は左→右、下→上の刷毛目 I 衿欠

輪 内面突出。突帯部分は断面弱い調整、外面は右→左の刷毛目調整。

「M」字状をなす。幅1.2cm、高さ 刷毛中2.5cm、15条ー単位。外面は

0.4cmを測る。透し孔は略円形でほ 突帯をまたいでおりやや長めの施

ぽ垂直に穿たれている。暗橙褐色 文。刷毛目ナデ、突帯貼布→ナデ。

胎土良。焼成良。

高 困 7 I口径(22.O)I 半球形であるがやや浅めの杯 I内外面共丁寧なヘラミガキ。 ％欠

部。口唇部は戸乎。器壁は薄い。

明褐色。胎土良。焼成良。

小形壺I 8 1口径（6.8)1 緩やかに外反。口縁部は肥厚。 極めて細い単節LRを2段施文 実測値の

高即 9

暗褐色。胎土良。焼成良。 後、波状沈線を一周させる。内面 怜残

は丁寧なナデ調整。

緩やかに開く。輪積痕を明瞭iこ 1 円外面共ヘラナデ。外面は丁寧。 1 実測値残

残す。器壁はやや肥厚。暗灰褐色。

胎土良。焼成良。

高 刷 10I口径（16.1)1 杯部は直線的に、中位では更に 1 杯部は内外面丁寧なナデ。脚部 I実測値残
外傾して開く。杯部端は強い稜を は縦位のヘラナデ。

高即 11

もって屈曲しつづまる。脚部は緩

やかに開き、裾部は更に開く。暗

橙褐色。胎土良。焼成良。

杯部端は稜をもって強く屈曲。

脚部は、中位でふくらみ裾部で急

激に開く。褐色（杯部内面赤褐色）

胎土良。焼成良。

鉢 12 口径（16.0) 口縁部はほぽ直立。受部状の段 I 口縁部はヨコナデ。胴部は斜位 I ％欠

をもち胴部は緩やかにつづまる。 に右→左 ヘラケズリ整形。上→

褐色胎土大粒子多墓混入。 下へ順次。内面ナデ調整。

焼成良。
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器種 1番号l法蓋(cm)j 形 態 の 特 徐 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 13 ロ径 12.6 ロ縁部はほぽ直立、口唇部は丸 ロ縁部は内外面共ヨコナデ。体 完形

器高 6.0 い。受部の段は小さいが鋭い。体 部は左→右のヘラケズリ。内面は

部は半球状。淡褐色。胎土良。焼 ナデ調整。

成良。

杯 14 ロ径（11.9) ロ縁部は短かく、やや外傾して 内外面共丁寧なヘラミガキ。後 実測値の

立ち上がる。胴部は丸い。暗赤褐 赤色塗彩。 ％欠

色。胎土良。焼成良

第 3号古墳跡（第38• 39図）

A区90~100、A~Dグリッドに位置する。調査対象は、路線外に含まれる部分が大きく、全体の

％程度である。本墳の周囲には、北側に隣接して 4号墳の周堀が迫まり、東に 1号墳、南に2号墳

が10m以内の距離に存在し、極めて高い密度の分布が窺える。また、墳丘下には4基の竪穴住居跡

が検出され、古墳構築以前には密度の高い集落分布が考えらたる。

古墳跡の規模は、南北42m（周堀部分含）を測り、跡線外を含めると径45m前後が推測できる。

周堀は間断なく一周するものと思われるが、東側にブリッジ状部分（幅2.3m)が認められる。

周堀の掘り込みは断面やや深い皿状をなし、東側ブリヅジの南には、深さ1.6 mの比較的深い部

分をもっ。周堀覆土は、 北側と南側では若干異なり、 A-A'間、 C-C'間の層序について説明し

ておく。

A-A'セクヽンョン／

1層 褐色土 中・近世の攪乱が著しく、焙烙片、磁器類の混入が多数認められる。

2層 黒褐色土緻密なシルト状のものを主体とし、多量の遺物（埴輪片、土師器片）を混入。

3層 黒褐色土 シルト質、ロームおよび遺物の混入は認められない。

C-C’セクショソ

1層褐色土中・近世の遺物を少量混入。

2層 明褐色土 ローム・ブロック多量混入。 遺物の混入は比較的少ない。

3層 暗黄褐色土 ローム・ブロックが密に混入。 遺物の検出は極めて少ない。

遺物の出土状態 遺物分布は、第39図に示される通り、大部分は北半部に集中しており、出土層

位はA-A'間の第2層中にまとまりをもつ。一方、南半部では、 量的にも極めて少なく、 散漫な

分布であった。 出土彙の多い器種は土師器の甕、杯で、甑、高杯が少量出土した他、須恵器、弥生

土器（吉ヶ谷）が認められる。甕および杯は全体の％を占めるが、多くは小破片であり接合関係を

有さない。以上の様な出土状態から本墳に関連する遺物の抽出は困難であるが、多くの住居跡を破

壊（埋没）後構築されたことを考えれば、一般生活雑器を取り除いた器種が相当するものと考える。
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第39図 第3号古墳跡遺物出土状態
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第11表第3号古墳跡出土土器（第40図）観察表(1)

器種番号1法最（cm)1 形態の特徴 I 手法の特徴

甕 | 1 I口径（16.3)1 口縁部は緩やかに外反、口唇部 外面斜位左→右、内面横位右→

は丸い。やや肥厚。 左刷毛ナデ調整。

l備考
暗褐色。胎

土良。焼成良。

％欠。

甕 I 2 I口径(14.3)1 口縁部は肥厚、 「く」の字状に 口縁部はヨコナデ。口唇部はつ 暗橙褐色。

外反。口層部は丸い。 まみあげられる。 胎土良。焼成

良。％欠。

甕 I 3 1口径（12.3)1 口縁部は緩やかに外反。口唇部 1 内外面ヨコナデ。

は丸い。

褐色。胎土

微砂多蛾に混

入。焼成良。

％欠。

甕 I 4 I口径（17.4)1 口縁部は緩やかに外反。口唇部 口縁部はヨコナデ。胴部は丁寧 淡褐色。胎

付近で更に外傾。口唇部は丸い。 なヘラナデ。内面ナデ調整。 土微砂多量混

胴部やや肥厚。 入。焼成良。

％欠。

鉢 I 5 I口径(20.6)1 口縁部は直線的に開き、肥厚す 口縁部はヨコナデ。他は丁寧な 淡褐色。胎

るため、接合部は強い段をもって ナデ調整。 土良。焼成良。

体部に移行。 ％欠。

壺 6 I口径（20.5)¥ 口縁部は中位でふくらみ、口唇 丁寧なヨコナデ調整が入念にお

部は強く屈曲して短かく外反。内 こなわれる。

外面共明瞭な稜をもつ。

甕 I 8 1口径（21.1)1 緩やかに外反。口唇部は丸い。

接合痕を明瞭に残す。

内外面共ヨコナデ。

褐色。胎土

良。焼成良。

％欠。

甕 I 7 I口径（19.2)1 口縁部は緩やかに外反、口唇部 口縁部はヨコナデ。口唇部はつ 褐色、胎土

は突出。 まみあげられ、丁寧なナデ調整が微砂多最混

加わる。 入。焼成良。

％欠。

暗橙褐色。

胎土良。焼成

良。％欠。

甕 I 9 I口径（25.3)1 やや直線的な胴部から緩やかに 口縁部ヨコナデ。胴部は刷毛ナ 淡黄褐色。

外傾。口唇部は丸い。 デ後ナデ調整が加わる。内面ナデ。胎土微砂含。

焼成良。％欠。

甕 I 10 I I 口縁部は緩やかに外反。胴部は

余りふくらまず長胴ぎみ。接合痕

顕著。

疇部ヨコナデ。胴部ナデ調整。 I淡褐色。胎
土良。焼成良。

％欠。

小形甕I 111口径（12.2)1 口縁部は短かく緩やかに外反。

胴部は丸い。最大径は口縁部にあ

る。

ロ縁部ヨコナデ。胴部は丁寧な 淡茶褐色。

ナデ調整。 胎土良。焼成

良。½欠。
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器種 1番号1法量(cm）ー形態の特徴 I 手法の特徴 備考

椀 |12 I口径(12.1)1 体部は丸く口縁部は若千開く。 口縁部ヨコナデ。体部は荒いへ 暗赤褐色。

ロ唇部は鋭く突出。 ラミガキ。内外面共赤色塗彩。 胎土良。焼成

良。％欠。

杯 I13 I口径（13.O)I 口縁部はほぽ直立。弱い段をも 口縁部ヨコナデ。体部は右→左 暗褐色。胎

って体部に到る。底部は口縁部高 へ。ヘラ ケズリ整形。 土良。焼成良。

と同値。 ％欠。

胚 114I口径（12.O)I 口縁部は内傾して立ち上がり弱 口縁部ヨコナデ。体部は内外面 褐色。胎土

い稜をもって半球形胴部に到る。 共丁寧なナデ調整。 良。焼成良。

％欠。

須恵器 15

高杯

壺

高坪I 18 

杯部は立ちあがりは緩やか。脚 マキアゲ、ミズビキ成形。受部 淡灰色。胎

部はやや急激に開く。 はない。体部は 5本一単位の櫛描土良。焼成良。

きによる波状沈線が一周。 ％欠。

16 I口径（20.1)[ 4段の輪積み痕顕著で段状の強

い稜を作出。

壺 1171口径(19.O)I 口縁部は短かく「＜」の字状に 口縁部はヨコナデ。胴部寧は丁 褐色。胎土

屈曲。胴部は丸い。器壁は薄い。 なナデ調整。 良。焼成良。

％欠。

接合部は細く、緩やかに開く。

器壁は肥厚。

粘土帯を縦位に接合し、丁寧な

ナデ調整。部分的におさえ痕が認

められる。

外面は丁寧なヘラナデ。

甑 I 19 口径 15. 11 口縁部は緩やかに外反。胴部な 口縁部はヨコナデ。胴部は丁寧

緩やかにすぽまる。輪積みの接合 なナデ調整。

痕を明瞭に残す。器壁は薄い。

淡橙褐色。

胎土やや大粒

の砂粒子含

む。焼成良。

％欠。

暗茶褐色。

胎土良。焼成

良。怜欠。

褐色。胎土

良。焼成良。

秒欠。

杯 Izo I口径 131 口縁部ぱ中位でふくらむがほぽ 口縁部はヨコナデ。体部は丁寧 暗赤褐色。

直立。体部は半球状。 なナデ調整。内外面共赤色塗彩。 胎土良。焼成

良。秒欠。

杯 I 21 1口径 12. 91 口縁部部はやや内傾して立ちあ 口縁部はヨコナデ。体部はヘラ 暗赤褐色。

がる。体部は半球状。器壁は薄い。 ミガキ。内外可共色塗彩。 胎土良。焼成

良。％欠。

須恵器122 口径（14.1) 口縁部は丸みをもって立ち、口］ マキアゲ、ミズビキ成形。口縁 暗青灰色。

杯 唇部外反して突出。体部中位に弱部は 5本一単位の波状沈線。幅1.2 胎土良。焼成

い段をもつ。口唇部は内ぞりで三 Icmの細かな幅で一週する。

角形状。

良。％欠。
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器種 1番号1法量(cm) 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 備 考

甑 23 ロ径（19.3) 胴部から口縁部へは直線的。ロ 外面は7本一単位の刷毛ナデを 暗褐色。胎

唇は突出。粘土帯の接合痕を明瞭 アトランダムに施し、ナデ調整。 土大粒砂粒子

に残す。 内面ナデ調整。 ＂ 混入。焼成良。

％欠。

甑 24 底径 8.0 底部は急激につづまり、端は丸 全面ヘラナデ調整。底部付近は 褐色。胎土

い。器壁は整形あるいは輪積みに 横位のヘラケズリ。端部は斜位の 大粒の砂粒子

より均ーではない。 ヘラケズリ。内面はナデ整形。 混入。焼成良。

衿欠。

10cm 

第41図 第 3号古墳跡出土遺物実測図(2)

須恵器甕（第41図）

現存高19.2m、口縁部径36.2ば、頸部径25.0cmを計る。遺存率は25％強。色調は暗青灰褐色、胎

土・焼我共良好。器壁は口縁部やや肥厚。胴部は薄い。

形状は、口縁部は「く」の字状に強く外反。口縁部端は外傾し、口唇部は鋭い方形状を品し、内

外に強い稜をもっ。胴部は、 頸部から一気にふくらみ球形あるいは胴下半が伸びをもつ楕円形を呈

するものと思われる。整形は、口縁部が複合形態をとり肥厚し、中位では 4条の乎行沈線を配す。

ロ唇から上位の沈線間は、棒状工具により右から左方向へ太い沈線が充填、以下、 2条の沈線下に

は同方向の太い沈線が再び充填、その下は 2条の沈線がめぐり口縁部の文様帯は終束する。胴部は

クタキ痕を明瞭に残す。内面は青海波紋状のタタキが明瞭である。胴部は箆による横位のナデがみ

られる。 頸部の稜は鋭く顕著に残す。
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第4号古墳跡（第42~46図）

A区80~89、A~Hグリッドに位置する。確認時の所見は、 90グリッド列以降80グリッド列まで

黒褐色の不明瞭なプランが現われたことから、基本グリッド (4X 4 m)に則して20グリッドをそ

れぞれ平均50cmにわたって掘り下げた。この時点では、当初より意識した西側調査区外に位置する

墳丘に合致する周堀部分、幅 7.2 cmが確認された。一方、東側は複数の遺構（第2号周溝墓、土激

群、溝）が重複することも手伝って確認作業は難行した。

結果的には、墳丘から北東に延びる幅20m、深さl.2m、長さ30m強の掘り込みが検出された。

掘り込み内の覆土は、黒褐色ヽンルト系の土により満たされており、墳丘を回る周堀との差異は認

められず、墳丘から北東に向かう土層の埋没状況が明瞭に把握できる。

以上、埋没土の観察では墳丘と北東部の掘り込みは分離できず、一体のものであることが明らか

となった。そこで、調査区外の墳丘も含めて本跡の全体の墳形について考えてみることにする。

墳形は、第43図に示した航空測量図を基に検討してみると、 1Ocnlおきに表現されるコソターの内

特に注目するコンターは22.50mである。西半部のコンターの動きは、墳丘の裾の境界を明確に区分

するラインとして理解できる。東半部は、 23.oomのコソターが墳丘端をよく表出している。

このコンターの集中から残存する墳丘の規模は、東西29.5m、南北31.Omを有する円墳であるこ

とが解る。墳丘の崩壊は、西および南に認められるが大規模なものではない。また、墳丘から外へ

逃げるコソターの動きは何度か屈曲して廻ることから周堀の存在が推測され、全周するものと考え

られる。墳頂点近くは、平坦な部分が少なく、裾部までテラス状の部分も認められず、断面は整美

な円垂形を呈している。墳丘南のコンターは、複雑に入り組んでおり、隣接する第3号墳周堀との

切り合いの存在が予測できる。

以上が航空測量図より得られた認識であるが、ここで、調査区内の遺構の在り方から本墳の形態

について整理してみることにする。調査区西側に展開する周堀は明らかに現存する墳丘を一周する

周堀の一部であり、特に南側は深さ1.6 mを測り、一段と深い掘り込みを有する。東面する部分は

直線的に延び、東端は半球状に終束する。深さは1.2 mを測る。これらの事実から墳丘と一体をな

すものであることは前にも述べたが、 （慎璽を期すため、東西セク、ンョンの設定を増やすとともに

珪操分析、 C14等の自然科学の分析作業も実施した。） 周堀、東側掘り込みにより想定されるプラン

は大略前方後円状をなすものと思われるが、墳丘自体は円墳である。

遺物は南半部に集中して分布するが、調査の進行に伴ない付属施設と目される部分の上層に関し

ては、一律掘り下げた関係上上層の遺物はすでに取り上げており正確な出土位置についての記載は

正確に記すことはできなかった。

遺物出土の大要は、一段深く掘り込んだ南側周掘部分から東側掘り込みに至る南半部は比較的濃

厚な遺物分布が認められる。北半は少量の土師器が散漫な分布を示す他は際立った遺物出土の状況

はみられない。図示した形象埴輪（人物、太刃形埴輪）は、東側掘り込みの中央やや南で出土した

他、大形の土師器片（第44、45図）は全て南半部の最下位で出土したものである。接合関係は、土

圧に示される近距離の接合が多々認められるが、長い接合距離例は全くみられない。
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国道254号線川島パイパス吉凍根岸裏遺跡4号墳航空写真測量図

ゞ'”ヽム””.`¥/  9‘: 、—··· •: t 

／ 
, Cふ！と＇・i

夏

、や

，が゚

] /9/ 

・，1 9 •99999 v /9／□，／’ 
/’9,'’V  9 / /99//  V 

/ 9 / ””‘ 
/',  /’V  

,f 
9 9 

I 

9:  

／
ハ

c
c
□

¥

ー ／ ／ ぺ ／ ー ロ2゜ ＼＼二

ヘ ― 一19.oo 

第43図 第4号古墳跡全景



- 67 -

口ロ
―

ぃ

ー

'

』

_
i
ー

ニ

ー

1

蜘

g

Q

O

I

gokI
1
-

- - \.---_lア――-•--丈--―――-丁•一•

＼
 

A A
 

゜
10m 

瞬B 8華 8乖 頁
ー
ー
1

87回 ―蝉 8弱

i 

O
L
 

1m 

第42図
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最後に、本跡より出土した埴輪については、形象埴輪が大半で、普通円筒埴輪の出土例は極めて

少ない。また、現存する墳丘を調査域に含みながら、原位置あるいは遺構に帰属することを前提と

した出土状況を示す例が全くない事実を前提に考えれば、本跡に埴輪、特に普通円筒埴輪が樹立さ

れた可能性は極めて少ない。
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第44図 第4号古墳跡出土遺物実測図（1)

第4号古墳跡出土遺物 （第44~46図）

周堀と付帯施設（円形の掘り込み部分）を含む広範囲な調査対象区であったが、出土した遺物量

は比較的少な く、 総数837点であった。遣物の大要は、主体が土師器杯、高杯、甕であり、若干の
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普通円筒埴輪、人物埴輪、器財埴輪が出土している。

1 人物埴輪（男子）付帯施設中央最下位から出土。頭部中央で髪を振り分け、耳の周辺で美豆

良様に仕上げられたものと考えられるが、両側とも欠失しているため長さ、幅等については不明。

顔面は左側に若干傾きをもっ。現存する頭髪部分、頸部は木口による刷毛ナデが施される。額は三

角形状に広くとり、眉および鼻の部分は「T」字状の粘土帯を貼付され、指頭による丁寧なナデ調

整が施される。眼の部分は大きく、鋭く扶り取るのに対し、口は極めて小さく弱々しい惑がある。

頸飾りは一段で、径 81nm、厚さ 41nmほどの円板状の粘土粒を 2mm間隔で貼付され、 6個が現存す

る。正面に位置する部分が欠失しているため中心となる玉の種別は不明。色調ぱ淡橙褐色で焼成も

良い。胎土は、大粒の石英類を多蓋に含む。

2 太刀形埴輪 付帯施設の中央部下位より出土。 1の人物埴輪の出土地点から 2mほど墳丘寄

りの位置である。太刀の把に取りつける勾金の部分であるが、勾金自体は欠失し存在しない。取り

付け部分は、幅 7mm、高さ 8平、断面台形の凸帯部が平行して 2条廻り、表面は良くナデ付けられ

る。現存する部分が限られるため全容を窺うことはできないが、把部から想定すると鞘部はかなり

の大きさになるであろう。整形は木口による刷毛ナデ (1ばあたり 6本）を縦位に施す。内面はナ

デ付け、取り付け部では径10cm、器壁1.4cmを計る。色調は暗橙褐色で焼成は良好。胎土良好。

10 普通円筒埴輪（底部） 25％残。外面は刷毛ナデ (1虚幅あたり 9本）、内面はヘラナデ。器壁

は薄く1.4虚を計る。色調暗橙褐色で焼成良好。胎土は細粒子を多量に混入。

第12表第4号古墳跡出土遺物 （第44図）観察表

器種番号饂董（cm) 形態の特徴 手法の特徴 I備考

高杯I3 

高杯I4 

高即 5

体部下端の稜は強く、接合部へ 体部外面はナデ、脚部は丁寧な 衿欠。淡橙

は急で直線的である。器壁は厚い。 縦位のヘラナデ。内面も同様。 褐色胎土。焼

成良好。

体部から口縁部へは直線的に開 口縁部はヨコナデ。体部および ％欠。橙褐

く。体部下端の稜は強く、接合部 接合部は右→左の横位ヘラケズ色。胎土緻密。

へは緩やかに移行。脚部はふくら リ。脚部はナデ整形。内面杯部ナ焼成良。

みをもった後一気に開く。器壁は デ調整。脚部ヘラナデ整形。

厚い。

杯部は椀状と思われる。脚部は 外面はヘラナデ調整。内面は杯 実測値残。

ふくらみはなく、裾部で急激に開 部ナデ、脚部は丁寧なヘラナデ整褐色。胎土緻

く。器壁は薄い。 形。 密。焼成良。

杯 6 I口径（12.8)1 口縁部は緩やかに内傾して立ち ロ縁部は内外面ともヨコナデ整 ％欠。淡橙

高杯I7 

上がる。口唇部は丸い。受部は明

瞭な稜を持ち、体部は半球形。器

壁は全体的に薄い。

形。体部外面は、横あるいは斜位褐色。胎土緻

のヘラケズリ後かるいナデ調整。 密。焼成良。

内面は丁寧なナデ調整。

接合部は極めて細くつづまり、 脚部は丁寧な縦位のヘラナデ。 実測値残。

ふくらみをもつ脚部へ移行。器壁 裾部ヘラナデ。内面ヘラナデ整形。淡黄褐色。胎

は薄い。やや小型。 土緻密。焼成

良。
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器種［番号1法量(cm)[ 形 態 の 特 徴 | 手 法 の 特 徴 備 考

高杯 8 接合部は細く、脚部へは緩やか 外面は縦位のヘラナデ。内面横 実測値残。

に開く。器壁は厚い。 位のヘラナデ。 褐色。胎土緻

密。

器台 9 口径 10. 6 受部は直線的、口縁部は若千内 受部は丁寧なヨコナデ。内面は 実測値残。

彎。台部は緩やかに開き、裾部で更 あらいヘケナデ整形。台部は縦位 褐色。胎土緻

に強く開く。接合部の穿孔は径1,5 のヘラナデ調整。内面ナデ。 密。焼成良。

cm。台部穿孔は 3箇所、径l.4cm。

古瀕戸 11 ロ径（13.0) 体部は内傾しながら立ちあが ロクロ水挽き成形。灰釉が口縁 衿欠。暗灰

皿 る。水挽きによる稜線は明瞭。器 部上半に施釉。 褐色。胎土緻

壁は薄い。 密。焼成良。
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第45図 第4号古墳出土遺物実測図(2)
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第46図 第4号古墳跡出土遺物拓影図

形象埴輪（第45図）

人物埴輪（1~7) (1)は顔面部、扁平な顔面に正面三角形状の鼻、細く鋭く切り抜かれたロ

と目からはきびしい面想が想定される。全体的によくなでが加わり丁寧な作り、鼻は欠失。 (2) 

は頸の部分である。上から下へ斜位の刷毛ナデ(13本／ 2C1几）が全面にみられる。頸飾りは丸玉が

一連認められる。 （現存11個） （3)は挿着部分を含む肩部で、細かい単位の木口面による刷毛ナ

デ調整（4~7)は足の部分で、裏を除く全面刷毛ナデをアトラソダムに施紋する (4、5)と指

頭によるナデ調整のみの (6、7)がみられる。以上、顔面部も含めて、やや小形の人物埴輪と思

われる。

不詳形象埴輪 (8~14) 人物埴輪の部分とも思われるが、部位不明のため一括した。 (8、9 

13)は貼付された粘土帯上に刷毛ナデ後箆により鋸歯紋が、 (12)は三角紋が、台部との境の凸帯

と思われる。調整は、斜、縦位の刷毛ナデ、刷毛は18本／2cmと極めて細かい木口面を使用。内面

は指頭によるナデ調整の他、外面同様刷毛ナデ調整を施こすものもみられる。焼成は総じて良好で

ある。

円筒埴輪拓影図説明（第46図）

全て普通円筒埴輪破片である。口縁部はなく、胴部および底部破片である。

1~3、5は胴部破片であるが、特に 1~3は凸帯部を含んでいる。凸帯部は幅0.8cm~1cm、高

さ0.6 cmを計り、断面形は台形あるいは弱い「M」字状をなし器面にしっかりナデ付けられほぽ水

平に貼付されている。外面調整は縦位の刷毛ナデ、 2cm幅あたり 9~10本が数えられ、やや目の細

かい木口面を使用している。内面は指によるナデ付が縦位に施される。

4は底部破片で、外面基部調整はみられない。内面は横位のナデ付け。
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第47図第5号古墳跡実測図

第5号古墳跡（第47~49図）

A区87~92、B~Gグリッドに位置する。本跡の規模は、東西20.6m （東側周堀幅1.8m、深さ

0.6m、西側周堀幅2.0m、深さ0.4m)、南北20.4m（南側周堀幅2.4m、深さ0.5m、北側周堀幅2.0

m、深さ0.3m) を測る円墳跡と考えられる。北東および南東部には幅2m前後の掘り残し部分が

存在し、ブリッジと考えられる。

覆土は、墳丘側からの流れ込みが明瞭で、ロームの混入度も高い。周堀断面は、墳丘側の立ち上

がりは緩やかであるが、深さに比して周堀幅が狭く、他の古墳跡とはやや異質な掘り方である。

遺物は西半部に集中して認められ、図示した完形の坪（9)は周溝東の確認面で、他の (3)

を除く (1、2、4~9)も同様に、 c-c'間の第1層に含まれ、 下位で検出されたのは (3)

のみである。以上、周堀形態の特徴も加味すると、円形周溝墓の可能性も考えねばならない。
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第48図 第5号古墳跡出土遺物実測図（1)

第13表第5号古墳跡出土遺物（第48図）観察表

器種 l番号！法彙(cm)1 形態の特徴 I， 手 法の特徴 I備考

甕

甑

壺

1 I口径（20.8)1 ロ縁部は上半が短く外反するこ ロ縁部内外面ヨコナデ。胴部は ％欠

とから略「コ」の字状を呈する。 箆によるナデ後、指によるナデが 色調橙褐色

胴部は球状を呈するが、底部へは 加わる。 胎土砂量多

直線的に移行、器壁は薄い。 焼成良。

21口径（27.4) ロ緑部は弱く外傾。口唇部は丸 ロ縁部はヨコナデ。胴部は内外 ％欠。色調

い。胴部は若干ふくらみをもち直 面共ナデ整形。 黄褐色胎土

線的に底部へ移行。 焼成良。

3 I口径（18.2)1 複合口縁。口緑部は直立。頸部 ロ縁部は単節PLを横転施紋、 秒欠。色調

へは急激にすぽまる。全体的に肥 他は内外面共丁寧な箆磨き後赤色 暗橙褐色胎

厚。 塗彩。 土焼成良。

甑 I 4 I底径 7.8I 胴部は直線的で、底部へ移行。
端部は丸い。やや肥厚。

内外面共縦位の丁寧な箆ナデ。 I 怜欠。褐色
胎土焼成

須恵器I5 

高杯

長脚二段透しの高杯脚部である I ロクロ使用
透しは長方形。全体的にシャープ

な作りである。

良。

％欠。灰褐

色、胎土焼成

良。
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器種 l番号1法量(cm)1 形態の特徴 I 手法の特徴 l備考

高杯I6 I底径 12.ol 脚中位で若千ふくらみ、裾部は 外面共丁寧なナデ調整。内面は 坊欠色調

短かく先端は丸いやや肥厚。 横位の箆ナデ後ナデ調整。 橙褐色 胎土

焼成良好。

杯 I 7 I口径(14.2)1 口縁部はほぽ直立、受部は明瞭 口縁部内外面共ヨコナデ。体部 ％欠 色調

でなく体部は略球形を呈す。器壁 は外面横位の箆削り。内面ナデ。 淡橙褐色。胎

は薄い。 土焼成良好

杯 I 8 1口径(12.4)1 口縁部はやや外傾して立ち上が 口縁部内外面ヨコナデ。体部外 ％欠 色調

る。受部はシャープな段をもち、 面は横位の箆削り、内面は丁寧な褐色 胎土焼

体部は半球形。器壁は薄い。 ナデ。 成 良好。

杯 91口径

器高

13.6 口縁部は受部で若干内傾後外に

6.2開きながら立ち上がる。体部は半

球状を呈する。体部と口縁部の高

さは等値。かなり肥厚。

ロ緑部内外面共ヨコナデ。体部 口縁部¼欠

外面は箆削り後丁寧なナデ調整。 色調 淡橙褐

内面丁寧なナデ。 色胎土角岩

礫含焼成良好
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第49図 第5号古墳跡出土遺物実測図(2)

第 5号古墳跡出土埴輪拓影図説明 （第49図）

全て普通円簡埴輪であり、大形の破片はなく、出土量も少ない。破片の部位は、口縁部、底部は

存在せず、第一段～第三段の凸帯付近のものである。

凸帯部の形態は、断面M字状をなすものに限られるが、ほとんど高さをもたない B1タイプのもの

(1)と、比較的高さをもつB2!-lイプ (2、 3)が存在する。

刷毛ナデは、全て縦位により施紋、使用したエ具は2虚あたり10本～12本認められ間隔は比較的

緻密である。内面は、横、斜位の刷毛ナデの後、指による縦位のナデが認められる。

全体的には、しっかり した作りで凸帯はほぽ平行に貼付してある。図示した5点の埴輪には、ほ

とんど相異点はみられず、同時期の所産であると思われる。
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第 6号古墳跡 （第50、51図）

B区31~33、 O • P グ リ ッドに位置する。北半部は調査区外に含まれるため、 調査対象となるの

は南半で検出した周堀、全体の 6割弱に当たる部分である。墳丘はすでに消失して存在せず、浅い

溝が南北に走り 、周堀の南側の一部が切られている。

周堀の規模は、東西11.8m（東側周堀幅1.65m、西側周堀幅l.2m、深さ0.5m)を測る。

東側周堀の内側には、ほぽ同心円状にめぐる浅い溝（幅 lm、深さ0.2m)が存在する。覆土は単

一層で褐色を呈する。遺物は小破片を主体に12点検出されたが、西側周堀で検出された高杯形土器

一点が図示可能な唯一のものである。
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第6号古墳跡出土遺物（第51図）

高杯形土器 脚部のみ％遺存、緩やかに開くが、裾部で低く急激に

開く。端部は丸い。器壁は厚く、l.2cmを計る。整形は、外面箆ナデ

調整、内面は横位の箆ナデ、裾部はヨコナデ、色調は褐色、胎土は砂

粒をやや多量に混入、焼我良好。

第7号古墳跡（第52~56図）

二 1

O 5 cm 
| l 

第51図第6号古墳跡
出土遺物実測図

B区28~33、I~Lグリでドに位置する。本跡の位置関係は、調査区内における古墳分布の内、

北側に群在する一群の最も南に位置し、周囲には第6、8号古墳跡が10m以内の間隔で分布してい

る。遺存状況は、東側周堀の一部が調査区外に含まれ全体を検出することはできなかった。規模お

よび形状は、東西17.6m（西側周堀幅2.6m、深さ0.6m、東側周堀幅2.6m、深さ0.85m)南北17.2

m （南側周堀幅2.5m、深さ0.7m、北側周堀幅3,7m、深さ0.9m)を測る。

墳形は整った円墳と思われるが、すでに墳丘は消失しており内部主体の構造および規模について

は不明である。周堀は一周せず南と北にそれぞれ幅2.5mを掘り残し、ブリッジ部分を作出してい

る。 （北側のブリヅジは攪乱により一部破壊されているが、南側と同様の規模と考えられる）また

周堀の外寄りの部分は一段深く据り込まれているが、ブリッジ同様これも東西対称であり極て意識

的な構造といえる。

周堀内覆土は外側からの流入が顕著であり、ローム・ブロックの混入度も流入の方向に則して高

く、墳丘は暗褐色系ヽンルト質土を主体としたものであった。以下覆土の概略を記すと、第 1層 褐

色土、第2層 明褐色土 ローム・ブロック、埴輪片混入第 3層暗褐色ヽンルト質土第 4層

褐色土第 5層暗黄褐色土 ローム・ブロック、多量の埴輪片を混入、第6層 明褐色土大粒

ローム・ブロック少量、シルト質ブロック多量混入。

遺物の出土状態（第54図） 遺物の大半は東側に集中しており、西側周堀では散漫で量的にも極

めて少ない。出土層位も、西側では特定の層位をもたず埴輪の小片で満遍なく出土している。

ここでは遺物の集中する東側周堀を中心に観察してみることにする。出土層位は第4層東半部、

第5層に集中し、特に一段深く掘り＜ぽめられた部分の直上、言い換えれば、第5層と第7層の境

界に濃密な集中がみとめられる。また、乎面分布によれば、 2箇所の集中が認められる。図示した

人物埴輪3体は、南の集中区から出土し、接合距離も極めて短かい。この様な出土状態は墳丘端部

に樹立されていた一群が一気に崩落したものであろう。図示した人物埴輪以外に肩部が2~3個体

分出土しており、本来は整然と配置されていたものと思われる。一方、北の一群は円箇埴輪（第55

図）を主体としたものであり、破片の分類から 5~8個体分が数えられる。以上、 2つの集中区は

その出土状態、層位からほぽ同時期の墳丘の崩壊から生じた遺物の在り方と理解できる。
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第7号古墳跡出土人物埴輪（第54図）

人物埴輪 1 器高53.2cmを計る。色調は淡黄橙褐色、胎土角岩礫、石英、酸化鉄を含み、砂粒を

多量に混入。焼成は極めて良好。部位は大きく 2つの箇所よりなっている。まず、頭部から腹部ま

で (32cm)、腹部以下は円筒に省略されている。

頭部は、分銅形の島田偏め頭頂部であったものと考えられるが、紐は欠失し存在しない。振り分

けた前髪・後髪は箆により丁寧なナデにより平滑仕上げられている。顔面は左眼の周囲から狭い額

の部分を除く大半が欠失。眼腐は鋭い箆によりくり抜かれている。後頭部は縦刷毛目により充填、

側頭部は径2cmほどの粘土紐が垂下、大部分は欠失しているが耳飾りであろう。頸飾りは一連で全

て丸玉により構成されている。両腕は顔面の前まで持ち上げており、服は不明瞭であるが広帯を左

から右に欅がけし、服部上半に狭い帯が一周するがこの帯を境に上半は丁寧なナデ、下位は縦刷毛

目により充填される。腹部下位および対面には径4.5 cmの穿孔がなされている。下半の円筒部分と

の境は、幅l.2cm、高さ3.5cmの凸帯がめぐり、その直下には裳階状に低い凸帯が一周する。

円筒部は凸帯下で径16.4cm、底径17.4cmを計り、ほとんど垂直な作りである。側面には径5.4 cm 

の円形透孔が対峙していたと考えられるが右側は欠失して存在しない。底面は不明瞭なスダレ状圧

痕がみられる。この女子立像の性格については不明であるが、手を高く前方に持ち上げ、欅状の装

着状況から被葬者に従事する者の一形態と思われる。

人物埴輪2 頭部の大半が欠失、顔面から頸部まで残存。現高15.6cz/L、額部は狭い。眼は鋭利な

箆により細くくり抜かれ、鼻は 3.2 cmと幅広な作りで高い。口は細い半月形でくり抜かれやさしい

作りである。頸飾りは一連の丸玉に管玉を交互に配しているが、前面は欠失して存在しない。耳の

部分は径2.2 cmの円形の透孔が穿たれ、斜位に耳飾りと思われる粘土紐が貼付されているが、大半

を欠失しているため形状は不明、器壁は総じて厚い。

赤色塗彩部分は、眼の中央から垂下、鼻の頂部も眼の部分と同値の 2.8 cmが彩色され、この 3本

がほぽ平行に配置されている。また、口の周囲には、両端が斜位、中央が垂下する 3本が放射状に

配列して彩色。更に額から頬の部分、頸飾りの上位に幅 2.5 cmで一周する。頬の下は、縦あるいは

斜位の刷毛目により充填される。色調は淡黄橙褐色、胎土には角岩礫、石英、酸化鉄を含み、砂粒

の混入度は高い。焼我は極めて良好。

人物埴輪 3 頸部以下および鼻の部分を欠失、頭部は飾り帽子により被覆されている。飾り帽子

は鍔をもたず、高さのあるドーム状を呈する。赤色塗彩は帽子全体に及ぶ。径0.8 cmほどの円形の

塗彩をア トランダムに配するが、彩色により占められる範囲は全体の秒以上であるが、残る部分に

も白色系統の彩色がなされていた可能がある。帽子部分と、頸部の境は太い一条の鞍部により区分

され、この部分には赤色塗彩がなされる。顔面は扁平で、眼および口が等距離で配置されている。

眼および口は、鋭利な箆により細くくり抜かれており、やや厳しい面相を作出している。側頭部は

美豆良が貼付されていたものと思われるが、欠失して存在しない。接合痕は明瞭に残す。顔面は、

扁平部分が他の部分と区別可能なほどに明瞭に稜をもって区分されるが、その全面にわたって赤色

塗彩がなされる。頸部は余りすぽまらず胴の部分に至ると考えられる。色調は暗褐色、胎土は酸化

鉄、石英、角岩礫を含み、砂の混入度は高い。
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第55図 第7号古墳跡出土遺物実測図

第14表 第7号古墳出土遺物（第55図）観察表

翡器高1器径器厚器 質 l 突帯 1 透孔 l 外面調整 内面調整 備 考

55-1 
h 37. iI ロ25.41a 0.8 '覧I含色 讐黄警岩 C3タイプ 形状円形冒塁毛ナデ ロ胃横刷2は本毛指／にナ2 デ

口＇ ％欠a 14.底12.8I b 1.1い 礫一段1.0•2.0 a 6. 8 16本／2cm 刷 l cm ロ Cタイプ
b 10. c 1.2 化畠ノくミス /0.6 b 7. 8 口<上半ヨコナ ロ縁下 よ眉Aタイプ
c 12. d 1.4 良好 二段 !.O•Z.Z デ廻り施斎眉るナデ 土分析資料10

e 2.3 /0.8 三は赤色

55-2 
C 1.2色胎 や明褐や色多い C戌イプ 形状（円形）縦塁毛ナデ 縦刷毛ナデ 衿欠

岩礫 パミス角含
一段 l.6•2.5 刷 10本／2cm
/0.6 

55-3 C I.I色暗黄塁色 C3タイプ 形状（円形）I縦刷毛 ％欠
胎ややい 魯一段1.6-2.5

1 焼岩礫良パ好 ミス /0.6 
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第56図 第7号古墳跡出土埴輪拓影図

埴輪拓影図説明（第56図）

全て普通円筒埴輪である。部位別の出土比では、口縁部は少なく底部が比較的多い。

ロ縁部 (1、2) 下位で強く外傾し立ち上がる AIタイプが主体で、 直線的に立ち上がる A3タ

イプも少量存在する。口唇部は内面側が突出。調整は内面斜位、外面は縦位の刷毛ナデ。 （1)は

焼成が極めて良く、暗茶褐色を呈する。

凸帯 (3、4) 鋭角的で、断面低い台形CIタイプが主体。 刷毛ナデは、 内外面共縦刷毛が多

く、内面はややアトラソダムに施紋。刷毛数は7本／2cmが主流でやや荒い木口面を使用している。

（透孔は径8虚前後で円形と思われる）

底部（基部） （5~10) 直線的な立ち上がりを呈するが、外傾の度合はバラニティ ーがある。

外面調整は、縦位の刷毛ナデにより充填されるが、 （7)は横位の基部調整がみられる。内面調

整は、指による縦位のナデで、底面はスク｀レ状の圧痕が共通して認められる。焼成は良好で、胎土

の砂の混入は比較的多い。色調は暗茶褐色系統が主体である。
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第8号古墳跡（第57~64図）

B区25~29、N~Rグリッドに位置する。東側は調査区外に含まれる部分が若干存在するが、ほ

ぽ全容を窺うことは可能である。規模は、東西l7m（東側周堀幅2.35m、深さ0.82m、西側周堀幅

1. 95m、深さ0.75m)、南北16.85m（南側周堀幅2.42m、深さ0.80m、北側周堀幅2.40m、深さ0.70 

m)を測る整った円形プランを呈する。また、南側周堀の一部は試掘調査の際、破壊されているが

この部分より出土した遺物は第64図に明記した。

覆土の埋没状況および層序については次の通りである。

第1層 褐色土 周堀表面の大部分を被覆、周堀外からの流入。少量のローム・ブロック混入。

第2層 暗褐色土 周堀外から流入。、ンルト質系でよくしまっている。遺物の大半を混入。

第3層 明褐色土 ローム ・ブロックを多量に混入。墳丘側より流入。

第4層 第1層と同質、攪乱が著しく、近世代の遣物を多量混入。

第5層 暗褐色土 、ンルト質土。周堀外側から流入。

第6層 明褐色土 ローム多重混入。流入方向は墳丘側から。

第7層明褐色土

遺物の出土状態 （第58図）

遺物は、普通円筒埴輪が主体で形象埴輪の出土例は認められない。出土遺物の総数は 200点前後

と比較的少ないが、第59~63図に示される通り大形破片あるいは完形体で出土するものが多く、小

片で出土する例、あるいは磨滅して稜を失なったもの、時期的に異なった遺物の出土は少ない。（近

世代の所産遺物は近世代の攪乱部分、北東部第4層中に包含される範囲以外は混入の事実はない。）

この様に、本古墳群中、良好なセヅト関係が把握できる数少ない好例と思われる。

平面分布によれば、大きく 5つのブロック（集中区）に集約できる。これらのブロヅクは、全て

南半部に集中し、北東部は極めて粗な分布を示す。ここで、このブロヅクを、便宜上北から南へA

~Eブロヅクと呼唱し、箇々に説明を加えることにした。

Aブロックは、第60図1、第61図2、第62図6、7、10が含まれる。出土位置は第58図の通り最

下層からの検出はなく、全て浮遊した状態で出土している。接合関係は数多く認められるが、接合

距離は20cm以内であることから、墳丘の崩壊に伴なって流出し、土圧により分離したと考えられる。

Bブロック 量的には最も多い。第63図に掲載したものの他、第59図1、2が含まれる。埴輪は

ロ縁部に箆記号を施されたものが一括して出土している。出土状態は比較的散漫といえる。

C•D ブロック 集中度が高く、一部第1層中にも含まれるが主体は第2層中である。遺物は、

第59図3~6、第60図2、第61図1、第62図1、2、4、8が出土している。この内、 第62図2お

よび第61図1は横転して出土。出土状態はAブロック同様墳丘の崩壊に伴なうものと思われる。

Eブロック 小さな集中であり、一部周堀外の検出も含まれる。本例では、完形体の出土は認め

られず、第62図9が唯一の図示可能な遺物で、大略小破片によりなりたっている。

以上概観してみたが、各ブロックに共通する事実は、その出土状態にある。墳丘の崩壊は北→南

東→西の方向が得られる ことから墳丘の南から西側に樹立されていた一群の埴輪が検出されたこ と

も理解できる他、最下層に検出例がないことは、かなり埋没が進行していたこともうなずける。
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第59図第8号古墳跡出土遺物実測図（1)

第15表第8号古墳跡出土土器 （第59図）観察表

器種 1番号1法星(cm)j 形態の特徴 I 手法の特徴 I備考

甕 |1I口径 18.11 口縁部「コ」の字状に外反。口 内、外面ともヨコナデ調整。 怜欠 褐色

唇部は丸い。やや肥厚。 胎土、焼成良

好。

壺 I 2 I底径（10.4)1 底部は盤状の作りから球形胴部 外面丁寧なナデ調整。内面箆に 怜欠黄褐I

へ移行。肥厚。底面無紋。 よるナデ痕跡。 色 胎土良好

焼成やや甘い

壺 3 I底径 5. 61 球形胴部、最大径は中位に有り 外面は丁寧なナデ調整、底面は

31. 6cmを計る。底部へは急激につ ヘラナデ、内面は縦位の丁寧なナ

づまり極めて小さい。底面は肥 デ調整。

厚。輪積み痕を明瞭に残す。

怜欠黄褐

色胎士砂、

酸化鉄含焼

成良好。

杯 |4|口径 12.8 体部は半球形、口縁部は若干内 外面体部は横位のヘラケズリ後 完形褐色

器高 5.6彎ぎみに立ちあがる。器壁は極め 軽いナデ調整が加わる。口縁部ヨ 胎土 良好。

て薄く 2節11t前後 コナデ。内面はヘラミガキ後方射焼成良好。

状の暗紋、赤色塗彩
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器種 1番号］法量(cm)I 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

杯 5 口径 12.0 体部は半球状を呈するが、中央 外面体部は横位のヘラケズリ後 完形。暗赤

器高 5.0 はやや突出ぎみ。口緑部との境は 軽いナデ調整、口縁部はヨコナデ 褐色。胎土

ややくびれ、内彎ぎみに立ち上が （体部上半部分も含む）口縁部～ 良好焼成

る。底面はやや肥厚。 体部上半赤色塗彩。 良好

杯 6 口径 13.0 体部は半球状、受部は弱い段状 ロ縁部内、外面共ヨコナデ。体 ロ縁部¼欠

5.0 を呈し、口緑部はほぽ垂直に立ち 部は斜位のヘラケズリ後かるいナ 色調暗赤褐

上がる。口唇部は丸い。器壁はや デ調整。内面は丁寧なヘラミガキ 色胎土砂粒

や肥厚。 調整。内全面、外面口縁部赤色塗 やや多い。焼

彩。 成良好。

第16表第8号古墳出土埴輪 （第60~63図）観察表

馨厨器高1器径1器厚1器 質 1突帯 1透孔 1 外面調整 1 内面調整 1備 考

60-11 h 37.4:口 15.21a 0.61色暗灰褐色 ど(2C,タイ形状（円形）1縦刷毛ナデ 1斜刷毛ナデ ％欠

a 15.4底Il.8b 0.8 1胎少ない酸化一段 l.2•2.2 a 6. 4 刷毛 12本／2c疇 l毛 12本／2cm1口縁Bタイプ
b 9.4 c l.11鉄角岩礫含 ／0．5 b 6.6 口縁上半ヨコナ胴部は縦位指ナ底部タイプ
c 12.61 Id 1.3焼良 二段 l.4•2 . 4 デ刷毛左廻り施デ接合痕顕著胎土分析資料18

e !.&I I /0.5 紋

60-21 h 35.i口 19.0a o.8色暗茶褐色 Dタイプ 形状（円形）口縁上半ヨコナ縦刷毛ナデ ％欠
a 11.3底15.61b 1. 0 胎多い酸化鉄一段 l.O•J.61 a 5. 4 デ斜刷毛ナデ 刷毛 12 /2cm口縁Dタイプ
b 12.21 I c 1.0角岩礫多盤混入 ／0.7 I b 5. 3 刷毛 10本／2 革部横位ナデ調底部 タイプ
c ll.9 d l.2焼良 二段 l.0•1.3 刷毛右廻 り （順整 齢土分析資料17

e l.2 /0.5 序は不定の箇所
有）基部調整ヨ
コナプ

61-11 h 43.0口2l.0a l.2色暗茶褐色 Dタイプ 形状楕円形斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ％欠
a l2.0’底13.31b 0.8 胎多い酸化鉄一段1 . 0•1.6／下 a 6. 2 口縁上半ヨコナ刷毛 10本／2cm口縁Dタイプ
b 11.51 I c 0.7角岩礫、長石含0.6 I b 5. 2デ刷毛10本／2cm某部横位ナデ調底部 クイプ
c 10.41 Id 1.4焼良 二段0.8•J.6／上 a 6. O基部調整ヨコナ整胴部上半縦位胎土分析資料16
d 9.41 I e 1.31 ID.6 I b 5. 8デ 刷毛（15cm間隔

f 1.5 三段o.&•J.6/I I 17本単位）

61-2現 20.2底l2.0co.9色暗橙褐色 C1タイプ形状（円形）縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ後指％欠
a 15.0I Id 1.2胎多い酸化鉄一段1.M.tlb 9. 0 刷毛 10本／2cmナデ。刷毛 10底部 タイプ

e 1.8角岩礫多蓋混入 ／．．6 刷毛右廻り施紋本／2cm 
焼良

62一叶現21.0
b 13.4 

62-21図15.8

C !.II色明褐色 Dクイプ
胎多い酸化鉄一段 0.8•1.2
焼良 ／0.7 

ど！．i|色暗茶褐色
・胎多い
焼良

Dクイプ
二段 1.2・1.4
/0.5 

斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ I+欠
刷毛 9本／2cm1刷毛 9本／2cm
刷毛右廻り施紋

縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ％欠
刷毛 8本／2g刷毛 8本／2cm

62-3現 9.0 C I.DI色暗茶褐色
胎多い

Clクイプ 1形状（円形）斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 溌欠
二段 !.H.21b 7. 4 刷毛 8本／2cm刷毛 8本／2cm
/0.7 焼良

62-41現頂底14.5|d l.61色暗茶褐色
e 1.8胎多い

62-5現 11.61 Id 1.2色暗茶褐色
胎少ない

62-6現l5.4底11.2b l.01色暗茶褐色
a l3.0| e o.8胎多し、

I 

斜、縦刷毛ナデ縦刷毛、基部は伍欠
刷毛 12本／2cm指によるヨコナ
毛右廻り旅紋 デ調整

斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 怜欠
刷毛 10本／2cm刷毛 11本／2cm

斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 湛欠
刷毛 14本／2cm刷毛 13本／2cm
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馨尉器高器径 l器劇器 質 突帯 l 透孔 1 外面調整 l 内面調整 I 備 考

62-7現l6.0底l0.6d l.1色淡黄灰褐色 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 1怜欠
a 13.0I I e 1.3胎少ない 一段 1.6•2.6 刷毛 16本／2cm刷毛 14本／2cm

焼良 ／0.4 刷毛右廻り施紋

62-8現 9.8底19.ola 1.2色暗茶褐色 斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 陥欠
e l.4胎多い 刷毛 13本／2cm刷毛 12本／2cm
焼良 基部調整横刷毛1基部調整ヨコナ

プ

62-9現10.2底17.8[d 1.2色暗茶褐色 斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 陥欠
e 1.3胎多い 刷毛 11本／2cm』晋毛 10 /2cm 
焼良 基部調整横刷毛基部調整ナデ

62ー現18.0底12.5ld0.9色暗茶褐色 C1タイプ 縦刷毛ナデ 斜刷毛ナデ 屈欠
101 a 12.51 I e 1.0胎やや多い 一段 J.H.6 刷毛 12本／2cm刷毛 12本／2cm

焼良 ／0.6 

63-1現 6.1口23.21a 0.8色暗橙褐色 縦、斜刷毛ナデ斜、刷毛ナデ％欠
b 0.9胎多い焼良 刷毛 10本／2cm刷毛 10本／;cm!口縁A1タイプ

63-2現 5.6口24.81a 0.7色暗黄褐色 斜刷毛ナデ 横、斜刷毛ナデ½欠
b 0.9胎やや多い 刷毛 12本／2cm刷毛 10本／2cm口緑A戌イプ

63-3現 6.4口24.ola o.8色暗橙褐色 斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ½欠
b 0.9i胎やや多い 刷毛 10本／2cm刷毛 9本／2cm口縁A2タイプ

63-4現18.6口24.ola o.z色暗茶褐色 C1クイプ 斜刷毛ナデ 斜刷毛ナデ ½欠
c-12.51 l b ゜． 9 |胎酸化鉄大粒二段 l.0•2.4 刷毛 13本／2C1n刷毛 13本／2cm口縁Cタイプ

c I 0石英含焼 良 ／0.7 刷毛右廻り施紋刷毛ナデ後指ナ胎土分析資料14
デ

63-5現 6.2口2qa 0.9色暗茶褐色 斜刷毛ナデ 斜刷毛アトラン％欠
b 0.8胎酸化鉄石英 刷毛 11本／2cmダムなナデ ロ縁A1タイプ
角岩礫含焼良 刷毛左廻り施紋刷毛 12本／2cm「n」の箆記号

63-6現16.2口21.41a 0.8色暗茶褐色 C1タイプ形状（円形）斜刷毛ナデ 斜刷毛ア トラン衿欠
c 12.21 I b 1. 0 胎酸化鉄角岩二段1.0•1.61 b (7. 2) 刷毛 12本／2cmダムなナデ ロ緑A3タイプ

C 1.0礫含 焼良 ／0.5 刷毛左廻り施紋刷毛 12本／2cm「n」の箆記号

63-7現21.0口21.41a ~ ]色暗茶褐色 C1タイプ形状（円形）斜刷毛ナデ 横、斜アトラン％欠
c 12.81 I b 1.0胎酸化鉄角岩二段 l.D-2.21a(9. 0) 刷毛 12本／2cmダムなナデ ロ縁A2タイプ

C Q.9礫石英含 ／0.7 lb 8.8 刷毛右廻り施紋刷毛 12本／2cm「n」の箆記号
焼良

53-8現14.21 I b 0.8色淡橙褐色 C1タイプ 斜刷毛ナデ 斜刷毛 ％欠
c l.1胎酸化鉄角岩二段 l.1・認 刷毛 10本／2cm刷毛 10本／2cm「n」の箆記号
礫含焼良 ／0.6 刷毛左廻り施紋

53-9現14.61 lb 0.8色淡茶褐色 C戌イプ 形状（円形）斜刷毛ナデ 斜刷毛ア トラン屈欠
c l . 0胎酸化鉄角岩二段 1.6•閲 b 8. 8 刷毛 10本／2cmダムなナデ
礫含焼良 ／0.6 

53ー現10.4 b 0.81色暗橙褐色 C1タイプ形状（隅丸刷毛ナデ 横、斜刷毛ナデ％欠
101・ - I I c 0.8 胎酸化鉄角岩二段1.6•閲方形） 刷毛 12本／2cm刷毛 12本／2cm「n」の箆記号

障含焼良 | /0.6 b 7.4 刷毛右廻り施紋
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試掘調査時の出土遺物（第64図）

1979年、文化財保護課により実施された試掘調査の結果、古墳の周堀と思われる溝の存在が確認

されたが、同時にこの部分から少量ではあるが埴輪片も出土した。埴輪は全て普通円筒埴輪であ

る。

試掘地点については、 8号古墳跡の東側周堀の一部および10号古墳跡に至る南北トレンチが相当

し、掲載した埴輪は 8号古墳跡のものと思われる。

ロ縁部（1)緩やかに外傾、上半で更に大きく外傾。口唇部は「M」字状をなす。調整は内外面

とも斜位の刷毛ナデ。外面口唇部下はヨコナデ。 2cmあたりの刷毛は 8本を数える。

突帯部 (2~6)上端の幅1.5cm、高さ0.8C7/1,、断面形は台形を基本に不明瞭な「M」字状をなす

器面に対してしっかりそして平行に貼付されている。調整は刷毛ナデ。 2cmあたりの刷毛は7~8

本である。 (2、3は同一個体）

底部（7~9)たちあがりはやや急。調整は外面刷毛ナデ。内面は刷毛ナデ後、縦位の指ナデ。

基部および底面の調整はない。 2cmあたりの刷毛は 8本である。

なお色調は、褐色あるいは淡黄褐色、焼成もきわめて良好。以上 9点は総じてしっかりした作り

の埴輪であり、刷毛も深く施紋している点、時間幅はまったく認められない。

しかし、 8号古墳跡出土の資料と、比較すると、作りは同様な特徴が指摘できても胎土、色調の

点で該当するものは見当らない。
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第64図 試掘調査時の出土遺物拓影図

第9号古墳跡（第65、66図）

B区21~25、P~Tグリッドに位置する。本跡の西側は、南北に走る 4条の畦状遺構により 4ケ

所にわたって寸断され、北および東側は調査区外に含まれる。周堀の内側（本来の墳丘部分）は、

近世代の土城が6甚存在するが、主体部の痕跡は認められない。他遺構と位置関係は、南2mに第

8号古墳跡、西 7mに第10号古墳跡が存在する。

規模は、東西37.5m（東側周堀幅 5m、深さ0.4m、西側周堀幅6.8m、深さ0.9m)、南北35.0m

（南側周堀幅4.1m、深さ0.5m、北側周堀幅 3.8m、深さ 1m)を測り、東西に長軸をもつ円墳と

思われる。周堀の立ち上がりは内外共に急な堀り込みをもっ。

覆土は 3層に区分されるが、明褐色土を基本とし、分層部分も漸移的である。

遺物は、浮遊した状態で出土するものに限られ、確認段階で出土するものが多い。出土遺物の内

訳は、土師杯の小片、甕類の胴部片が 9割を占めるが、図示可能なものは第66図に示した高杯形土

器脚部および台付甕形土器脚部の計 2点に過ぎない。以上の貧弱な遺物内容が廃絶時期の資料とな

るか否かは極めて疑問である。なお、本跡から埴輪頬の出土は認められない。
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第65図第9号古墳跡実測図

第9号古墳跡出土遺物 （第66図）

1 高杯形土器 脚部のみで、裾部は欠失している。全体的に細い作りで、裾部は水平に近く広
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く開くタイプであろう。外面は縦位のヘラミガ

キ、内面はヘラナデ、焼成は極めて良好、色調

橙褐色。

2 台付甕形土器脚部。比較的器壁が薄い作

り、脚は緩やかに外傾して開く。内、外面とも

ヘラナデ調整である。焼成は良好、胎土もよく

精撰されている。色調は黄褐色を呈する。

□1 : 2 

゜
10cm 

第66図 第9号古墳跡遣物実測図
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第67図第10号古墳跡実測図
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第68図 第10号古墳跡出土遺物実測図
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第10号古墳跡（第67、68図）

13区18~21、N~Pグリ ヅドに位置する。本跡は、試掘坑により中央を幅 3.5mにわたって削り

取られ、東西に残存部分の周堀を残すという極めて悪い遺存状態で検出された。

重複関係は、西側で第4号周溝墓の北辺の一部、北西で第6号周溝墓を切って構築されており、

周囲には北西に位置する第 5号周溝墓、東側 8m、南東20mにそれぞれ第8、 9号古墳跡が存在す

る。以上の景観から小形方形周溝墓群の占地に重複して古墳群が占地していることが解る。

本跡の規模は、東西10.8m（東周堀幅l.Om、西周堀幅l.4m)、南北10.5m（南周堀幅1.Om、北

周堀幅1.3 m)を測る小形の円墳跡である。ブリッジ等の施設は認められず、深さ40cmほどで一周

する。覆土は単一層で、ローム・ブロック混入の褐色土である。

遺物は、第68図に示した4点以外は円筒埴輪の小片が少量出土したに過ぎず、大略散漫な分布で

ある。 1、 2南西側周溝内から、 3、 4は南側周溝内より検出されたが、全て浮遊した状態であり

しかも墳丘側から外に向って流れ込んだ状態が看取できた。

第17表第10号古墳出土埴輪（第68図）観察表

昌尉器高器径 1器厚 i器 質 I 突帯 1 透孔 I 外面調整
I 
内面調整 I 備 考

58-1 現11.8口26.4a 0.8 
色胎焼 暗酸角良茶岩化褐礫鉄色石英

冒刷毛ナデ 贋、斜位2刷本毛ヨ／ナコ2 デ％ ロヽ唇Bタイプb 0.7 毛 1位2本ヨ／コ2 cm ヽl cm 
ロ冒上 ナロ上 ナロ部突出
デ毛右廻り施デ
紋

58-2 h 39.3口28.6
a 0.8色悶警『石 C3タイプ 形状円形冒刷毛ナデ

上雷横はヽ2→テナ本。指斜．下デ／位施第に調2 の％ ヽ唇
a 13.6底l2.4b 1.0胎英一凸1.0•!.8 a 5. 0 毛 13本／2cm刷ナ ー ロ Cクイプ
b 10.2 C 0.8 /0.& b 5. 4 ロ冒上 ヨコナ段る縦以下位 整よロ 部突出せず
C J5.5 d 1.3 焼 二凸1.1 •2.0 デ毛畠廻り 底面Bタイプ

e 2.2 /0.7 下→上紋 刷毛 l cm 
刷毛上 紋

第18表第10号古墳出土遺物（第68図）観察表

器種番号法量(cm) 形 態 の 特 徴 I 手 法 の 特 徴 I備 考

g -L  3底径 2. 2 胴部は整った球形。底部はフラ 胴部および底面は横位のヘラケ ロ縁部欠

ットな作りでなく、胴部の延長で ズリ後ナデ調整。内面ナデロ縁部 淡橙褐色胎

丸底。頸部は強い段をもち直立ぎ は内外ヨコナデ。 土砂粒多彙

みの口縁部に至る。 混入、焼成

良好。

杯 4 口径 12.2 体部は半球状、受部は鋭角的な ロ縁部は内外面ヨコナデ。体部 完形淡黄

器高 5. 2 段をもち、口縁はほぼ垂直に立ち は外面斜位のヘラケズリ。内面ナ 褐色胎土、

上がる。口唇部は丸い。器壁は薄 プ--9。 焼成良好。

し‘o
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第69図第11号古墳跡実測図

第11号古墳跡（第69図）

c区12• 13、 U•V グリッドに位置する。大半は調査区外に含まれるため、形状、規模について

は推測の域を出ないが、検出した周堀の弧の状態から10m内外の直径を測る円墳と思われる。墳丘

は削平され周堀のみが遺存する。周堀の規模は幅1.3m、深さ0.4mを測る。外側の立ち上がりはテ

ラス状の部分をもち階段状を呈するが、同様な例は第1号古墳跡にも認められる。出土遺物は僅か

で図示可能なものは皆無である。

周堀出土の石製品 （第70図）

石製模造品（ 1~3、7) 1~3は剣形で、単孔のもの 1と双孔のものがあり、二等辺三角形状

を呈するものは後者である。穿孔は一方から。 7は有孔円板で双孔である。計測値は次の通り。

1 長さ 6cm、幅3.2cm。厚さ0.5cm、穿孔部径0.2mm、重さ18g。

2 長さ5.5cm、幅2.6cm、厚さ0.4cm、穿孔部径0.25cm、重さ 8g。

3 基部欠失、現存部分長さ4.5cm、幅 3cm、厚さ0.5cm、穿孔部径0.3cm、重さ 7g。

4 一部欠失 現存部長さ4.4cm、幅3.4cm、厚さ0.5cm、穿孔部径0525cm、重さ14g。

磨製石斧 (4、8) 4は刃部含杓残。使用痕顕著、現存部分長さ4.5cm、幅3.6cm、厚さ0.5cm、重

さ29.5 fJを計る。 8は完形。刃部の使用痕顕著。長さ5.4cm、幅3.6cm、厚さ 0.5 cm、重さ32gを計

る。 4は蛤刃、 8は一面のみ。

石製紡垂車（ 5)上部径2.7cm、下部径4.4cm、高さ 2cm、穿孔部径0.7cm，重さ47.5 fJを計る。

材質は滑石片岩である。



-101-

,

,

-
Lー

J

： ［口2 □［口3

ロ□4
口

□8

八

□し
、

D
□ロ

m
 

『

1
1_
R 60]□ 
゜

10cm 

5
 

第70図 周掘出土の石製品実測図

管玉（6)長さ 3cm、幅0.8cm、穿孔部径0.25mmを計る。端部穿孔面は同一方向に傾斜している

重さ2.5gを計る。材質は滑石片岩である。
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3 住居跡と出土遺物
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第71図 第1号住居跡実測図

第 1号住居跡（第71• 88図）

A区99、100グリッドに位置する。南北壁は本跡に並行して走る 1号溝により％ほどが削り取られ

ている。規模は東西4.88m、南北4.65mを測る整った方形プランを呈する。深さは、削平を受けて

いるため20C1/tと浅い、 東西軸線の示す方位はN-13°―Wである。床面は大略フラットで硬度も高い

が、 西壁下を中心に「コ」の字状に浅い掘り込みが認められた。また、床面付近の覆土は総じて焼

土粒子を多羹に含むが、東壁下中央では一括土器と共にブロック状の焼土が出土した。
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第72図 第 1号住居跡柱穴半敢図

ピットは5個検出された。計測値は次の通りである。 （東西

2暗褐色土（主柱穴）

x南北x深度、形状、層序）単位m

p 1 0. 38 X 0. 24 X 0. 35、楕円形、層序

0. 12 X 0. 13 X 0. 20、楕円形層序P2  

P 3 

0. 40 X 0. 35 X 0. 34、不整形

土（ローム ・ブロック混入）

p5 0. 70 X 0. 46 X 0. 26、方形

1~3は第1号溝覆土

1褐色土、

1暗褐色土、

層序

（主柱穴）

1褐色土

2暗黄褐色土 3褐色土

0. 31 X 0. 24 X 0. 36、楕円形 層序 1明褐色土（貼床部分） 2褐色土

4暗褐色土（多量のローム・ブロック混入（主柱穴）

2褐色土（柱痕跡）p4 

（主柱穴）

3黒褐色土（柱痕跡

層序 1褐色土 2暗色土 3暗黄褐色土

3暗褐色土 4暗褐色

4褐色土貯蔵穴
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カマドは東壁のほぽ中央で検出された焼土

分布がその痕跡と考えられる。火処、煙道と

もに未発達で、掘 り近みは認められない。同

時に出土した甕形土器はカマドで使用された

ものであろう。

遣物の出土状態は、蓋的にも少なく、 分布

もまばらである。また、カマドで検出された

甕形土器1点を除けば、本跡に伴なうものは

皆無である。

゜
10cm 

第73図 第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡 （第73• 74図）

A区104• C グ リ ッドに位置

する。南半部は削乎により掘

り形のみ、 北コーナーは1号

溝に、北半部中央は東西に走

る畦状の溝により削 り取られ

遺存しない規模は東西3.85

m、南北3.90mの整った方形

プラ｀ノを呈する。深さは、比

較的遺存の良い東コーナー下

で10cmを測る。南北の中軸線

の示す方位は N-48°-Eで

ある。床面は北平部以外は遺

存せず、桂穴あるいは壁溝等

の付帯施設は検出され なか

った。

カマドは北東壁中央に位置

する。袖部および燃焼空間が

A--

B|
 

--A 

゜

門

l

|
t

]
 

1m 

第74図 第2号住居跡ヵマド実測図
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第75図第2号住居跡実測図

比較的良好な遺存状態である。袖はロームおよび砂質粘土（第4層）により構成され、規模は、幅

20cm長さ75cm、燃焼空間は東西27、南北50cmの浅い楕円形の掘り込みを有する。

遺物は、土師器片が少量検出されただけである。

第3号住居跡（第75図）

A区98、Bグリッドに位置する。遺構の大半は第3号古墳跡周溝、 2号溝、未掘区に含まれるた

め規模、形状については不明である。ただ、一辺だけ遺存する北壁の状況から方形フ゜ラソが基調で

あり、規模も一辺6m前後が考えられる。掘り込みは、 10虚前後であるが本来の深さも浅いもので

あろう。ピット、火処等は検出されず、遺物についてもほとんど認められなかった。
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第76図第3号住居跡実測図

第 4号住居跡 （第76• 77図）

A区96• Aグリッドに位置する。南半部は未掘区に含まれる。遺存状態は極めて悪く 、溝あるい

は草木により著しい攪乱を受けている。

規模は東西5.1m、南北は未掘区のため不明であるが同規模の整った方形プランが推測できる。

深さは10cm前後と浅く 、直立した壁体である。床面は、フ ラッ トで硬度も全体的に高い。北半部

に焼土分布が2個所認められるが、堆積ではなく床面上面が強く赤変した範囲の明確なものである

ピットは 4個検出されたが、その配置は東側に片寄り 、西半分は広い空間を残している。規模は

次の通りである。 （東西x南北 X深さ、形状）

p 1 0. 29 X 0. 30 X 0. 54、円形 （主柱穴）

p 2 0. 36 X 0. 51 X 0. 58、楕円形（主柱穴）

瓦 0. 28 X 0. 23 X 0. 54、楕円形（主柱穴）

p 4 0. 55 X 0. 83 X 0. 82、不整楕円形（貯蔵穴）
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第77図第4号住居跡実測図
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第78図第4号住居跡柱穴平裁図
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カマドは北東壁東寄りで検出された。規模は東西38cm、南北46cmの範囲で認められた。遺存状態

は極めて悪く、構築材の大半は流出し原形を止めていない。ただ、祖形を観る限りでは掘り込みは

なく、フラットな面に直接構築材を懸架する構造と思われる。

遺物分布は特に集中する個所も認められず散漫な分布である。器形を窺える遺物の出土もない。

本跡も、第3• 5 • 6号住居跡同様3号墳構築時に削平を受けており、第3号墳構築以前である

ことは確かである。

AI 

8̀ g
|
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旦 a:il 
A_ -A 

IIMぶ

゜
2m 

第79図第 5号住居跡実測図

第5号住居跡（第78図）

A区94• Bグリッドに位置する。第3号古墳構築時の削平のため床面も削り取られ、掘り方と壁

溝によるプランで確認した。

規模は、東西3.32m、南北3.30mの整った方形プランを呈する。南北の軸線の示す方位はN-31°

-wである。本来の床面はかなり厚い貼り床が施されていたものと推察され、確認面下15cmで掘り

形部分にいたる。貼り床内の覆土は多量のローム・ブロックと黒色係の土により充填される。壁諧

は所謂ピットが連続して溝状をなすもので、南・北壁下の一部を除き全周する。深さは一定せず、

断面も掘り込みの明瞭な形状は認められない。この様な形状を示すものは、壁材を直接打ち込んだ

際よく現われるものと理解できるが、その際とぎれた部分、特に南壁下は出入口部分と推定するこ

とも可能であろう。ピットは北東コーナー下に 1個検出された。規模は東西0.72m、南北0.64m、
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深さ0.40mを測る。形状な隅丸方形を呈する。貯蔵穴であろう。

カマドは、北壁中央に存在したと思われるが僅かに残る掘り込みと焼土分布から、東四0.80m、

南北0.95mの規模が推測できる。

遺物はほとんど検出されていない。

A— 

一A --A 

゜
2m 

第80図第6号住居跡実測図

第6号住居跡（第79図）

A区93• Aグリッドに位置する。遺構の大半は未掘区に含まれるため、全容を把握することは困

難である。

規模は、南北3.20m、東西は不明であるが 4m前後の方形プランと考えられるやや小形の住居跡

である。壁高は3OCmを測る。覆土はほぽ単一層の褐色土（第1層）と床面上にプロック状の堆積を

示す暗黄褐色土（第2層）が認められる。火処、ピット等の施設は検出されていない。

遺物は散漫に少量検出されたが、大半は刷毛目痕を有する甕形土器の胴部細片であり図示可能な

ものはない。

第7号住居跡（第80図）

A区83、84• Aグリッドに位置する。東壁および南壁の一部（遺構全体のいま未掘に含まれる。

北壁中央では、第28号土濃により切られるが、重複部分は小さい。

規模は東西5.45m（推定）、南北5.05mの長方形プラソを呈する。深さは0.45mを測る。

床面は、地山ロームをそのまま利用し、フラットで、主柱穴間の内側および東壁下が比較的硬度

が高い。また、南半部に集中して 5個所の焼土分布が認められるが、床面上で、直接強い熱を受け

たもので硬くしかも赤変していた。



-no-

Ba|
 

B
|
 

.C ―̀__c' 

¥ ◎ R ¥ 

./ 
／ 
/. 

｀公心ふ

／：／ょ

◎ 

這；

a
 

」＇

三
Q 

／ 

A 

一

゜
2m 

第81図第7号住居跡実測図

ピットは 3個検出されたが、位置および規模から主柱穴と思われる。ただ、ピットの位置は大き

く南に偏在するため北側に広い空白部分ができている。ピットの詳細については次の通りである。

瓦主柱穴 0.33m xO. 28m xO. 52m、円形

（床面からロート状に、中位では円筒状に掘り込む。充填土は大略褐色土を主体として大粒のロー

ム・ブロックを多量に混入する。
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第82図第7号住居跡カマド実測図

P2  主柱穴 l.12mx0.90xm0.72m楕円形

（ほぽ、同心円状に 2段に掘り込まれている。最下段の底径は12cmである。充填土は上位を褐色土

下位はローム まじりの黒褐色土であったが、柱痕は認められない。）

P3  主柱穴 未掘区にかかるため全容は不明。

径はおよそ0.30mの円形フ゜ラソと思われる。深さは54cmを測る。 （覆土は大略褐色土を主体とする

が、第100図1が上乎部に流入した状態で検出された。）

カマドは東壁やや南寄りで検出された。壁の遺存の良いことも手伝って、比較的良好な状態で検

出された。袖は幅は25cm、長さ85cm、残存高24cmを測る。燃焼空間は、東西52cm、南北32cm、深さ

15cmの浅い掘り込みが相当すると思われるが、煙道の掘り込みも弱く未発達なものである。燃焼空

間の中心には、高杯形（第100図5)の脚を打ちかき逆位の状態で支脚として使用した状態で検出さ

れた。覆土は、焼土を多量に混入する暗褐色土（第99図第1、2層）が、その下は、ロームまじり

の黒褐色土（第3層）で、この上面が燃焼面と思われる。

袖部は、燃焼空間に面した側は強く赤化した砂質粘土である。

遺物総数は50点弱と少ない。内、その大半を占めるのは土師器の甕胴部片である。出土状態は第

2層中に含まれる前述の甕の胴部片を中心とする一群で、住居跡の南半部に炭化材と伴に分布する

また、第83図に掲載した一群の土器は、カマド内より出土した (2、4)、南壁下より出土の (6

7)、北西の床面直上より出土の (1、6)で、これらが本跡の所産期の遺物と考えられる。
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第83図第7号住居跡出土遺物実測図

第19表第7号住居跡出土遺物（第83図）観察表

器種 1番号i法量（cm)1 形態の特徴

甑 | 1 I口径 23.8 口縁部は緩やかに外反、胴部は
底径 9. 2直線的で、下位は急にすぽまり底

器高 25.0部に至る。口縁部から胴部上位に

輪積み痕を残す。暗褐色、胎土に

石英を混入。焼成良。

手法の特徴 I備

ロ縁部ヨヨコナ。胴部外面は縦［秒欠

位のヘラケズリ。内面はナデ。

甑 I 2 I底径 8. 21 胴部中位から緩やかに底部に移 1 内・外面とも縦位のナデ。
行。やや薄手の作り。暗褐色。胎

土には多量の砂を混入。焼成良。

甕 I 3 I口径（19.0)1 口縁部中位で緩やかに外反。口 1 口縁部ヨコナデ。
唇部は丸い。褐色土。胎土良。焼

成良。

栓欠

％欠

甕 I 4 I口径(24.1)1 口縁部は直線的に外反。口唇部 口縁部ヨコナデ。胴部外面は斜 I％欠
は丸い。胴部も直線的。暗褐色土。 位刷毛目をアトランダムに施す。

胎土には多量の砂を混入。焼成良。 内面はナデ。

考
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器種 1番号1法贔(cm)I 形態の特徴 I 手法の特徴 備考

高印 51口径 14. sl 杯部は基部で大きくくびれ、口 杯部内外共ヘラミガキ。内面赤 1脚部欠

縁部へ緩やかに外反。内面は弱く 色塗彩。脚部ナデ。内面横位のヘ

内側に屈曲する。脚部は直線的な ラケズリ。

作り、中位で急激にひらく。暗黄

褐色。胎土良。焼成良。

杯 I 5 I口径 11.2I 底部は半球状。口縁部は内傾し 口縁部はヨコナデ。体部はヘヶ 1口縁部一部欠

ながら立ちあがる。口縁部内面に ケズリ。内面はヘラミガキ。内外

弱い稜をもつ。暗赤褐色。胎土に 面共赤色塗彩。

は多星の小石を含む。焼成良。

杯 71口径 10.9 底部は半球状。口縁部に段をも

器高 5.0ち内傾しながら立ちあがる。口唇

部は突出し、丸い。全体的にやや

肥厚。暗赤褐色。胎土に多簸の小

石を混入。焼成良。

ロ縁部はヨコナデ。体部はヘラ I完形
ケズリ。内面はヘラミガキ。内外

面共赤色塗彩。

(4)土壊

（第84~85図）

明らかに古墳時代の所産と考えられるものは第17、28、261号土濃の 3基である。すべて墓濃と

考えられるが、その形態、構築位置についてはそれぞれ異なり、第17号は粘土貼りの墓渡、第28号

は古墳の墳丘内に穿たれた墓城、第261号は埴輪円筒棺を伴なう墓濃である。

第17号土濃（第83、84図、第20、21表）

第 2号古墳跡と第3号古墳跡の中間、それぞれから 5mの等距離に位置する。形状は不整楕円

形、規模は東西1.17m、南北1.78m、深さ0.41mを測る。長軸の示す方位はN-32°-Eである。開

ロ部プランの確認は、灰白色粘土の分布により明瞭な区分が可能である。掘り込みは、北壁側が大

きくオーバーハングするのに対し、南壁は緩やかである。猥底は小さな起伏をもち、壁の立ち上が

- 4疇疇

こ：三三□
A_ 

¥―-―i ([ 

A □ 
灰白色粘土

゜
2m 

第84図 第17号土城出土遺物分布図



-114-

りも不明瞭である。灰白色粘土の分布は、南壁上から漸次 Vベルを下げ北壁下のオーバーハングす

る部分まで被覆、乎均1cmほどの厚さを測る。遺物は第84図に示した通り、粘土分布の下位からの

出土遺物は皆無で、すべて上面から出土している。接合資料は、第85図 1だけであるが、上→下

壁際→中央部という層序に対応した分布を示す。この様な分布と粘土の在り方は次の様な解釈によ

り理解することができるであろう°土漂を掘り込む→ （遺体を）埋置→灰白色粘土を被覆→追善供

養→埋没。

□ □
 

~
 □3 

ロ］］
〇 10cm 

第85図第17号土城出土遺物実測図

第20表第17号土壌出土遺物（第85図）観察表

器種番号［法量（cm)[ 形態の特徴 ！ 手法の特徴 ［備 考

甕

甕 I 2 I口径（18.0)1 緩やかに外傾。下位から頸部が
肥厚。

杯

杯

1 I口径 19. 41 口縁部は緩やかに外傾。胴部は
楕円をなし、最大径を中位にもっ。

器壁は口縁部が肥厚。内面輪積み

痕顕著。

ロ縁部はヨコナデ。胴部はヘラ 秒。暗褐色。

ケズリの後丁寧なヘラナデ調整。 胎土 小礫を

内面ナデ調整。 多量混入。焼

成良。

ヨコナデ ％欠。暗橙

褐色。胎土、

焼成良好。

3 I口径（13.2)1 体部は半球状、口緑部は内傾ぎ 内外面ともナデの後丁寧なヘラ ％欠。暗赤

みに立つ。口唇部は丸い。器壁は ミガキ。内外面とも丹彩。 褐色。胎土、

薄い。 焼成良好。

41口径 14. 21 ロ縁部は内傾して立ちあがる。 ロ縁部はヨコナデ。体部はヘラ 衿欠。暗赤

受部は弱い段をもち、体部は半球 ケズリの後ナデ調整が加わる。内 褐色。胎土、

＇状。ー、 面は丁寧なナデ調整。内外面とも 焼成良好。

丹彩。
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